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日 曜 都市 移動時間 予定 宿
13 火 大阪→バンコク AIR　１４：２０→１８：４５ ホテル→ぶらぶら デイビス
14 水 バンコク 市内観光 デイビス
15 木 バンコク→ビエンチャン AIR　午後（時間未定） ホテル→ぶらぶら ランサンホテル
16 金 ビエンチャン 市内観光 ランサンホテル
17 土 ビエンチャン→バンビエン BUS　午前（時間未定） ホテル→ぶらぶら エレファントクロッシング
18 日 バンビエン 市内観光 エレファントクロッシング
19 月 バンビエン→ルアンパバン BUS　１０：００→１７：００ ホテル→ぶらぶら ヴァイコッチチアン
20 火 ルアンパバン 市内観光 ヴァイコッチチアン
21 水 ルアンパバン→シェンクワン AIR　１６：３５→１７：０５ ホテル→ぶらぶら ワンサナホテル
22 木 シェンクワン 市内観光 ワンサナホテル
23 金 シェンクワン→ビエンチャン AIR　１７：３５→１８：３５ ホテル→ぶらぶら チャンタパンヤホテル
24 土 ビエンチャン→アユタヤ TRAIN　１９：０５→０５：４４ 車内泊
25 日 アユタヤ 市内観光 未定
26 月 アユタヤ→バンコク→大阪 TRAIN　１０：４８→１２：２０ 機中泊
27 火 大阪 AIR　２３：００→０６：１０

タイ・ラオス満喫ツアー予定表



１３．Feb．２００７（火）                    関西国際空港→ BANGKOK 

 
１０：００  ＪＲ最寄り駅を駅快速列車にて出発 
１１：２０  新阪急ホテル→関空行きバス発 
１２：１０  関空着 
       出国手続き 
１４：２０  ＪＬ７２７便にて関空を発つ 
１８：４５  ＢＮＧＫＯＫ国際空港着 
       出国手続きの後、Baggage をカートに乗せ、BANGKOK→LaoVIENTIANE への移動の

ためのチケットを取得するため、Lao Air の営業所事務所を探す。空港内 Information にて

聞くも、聞き取りにくい英語発音。 
やっと、道路を隔てたビル内２階にあるとのことが判明。空調の効いた空港建物から出た

途端、激しい熱い空気にさらされる。 
       Lao Air 事務所が入居するビル前にて待機（その間、同行家族が事務所に向かう）。時間外

とのことで事務所は closed。再び空港建物に戻り、建物内ツーリスト agent（TOUR 
SERVISE）と折衝する。電話を入れた模様であるが、closed（あたりまえのこと、事前に事

務所まで足を運んで、確認済）。空港近くであっても、歩道、段差など全く未整備。カートで

の移動に苦労。 
 明日、BANGKOK 市内で購入することとして、TAXI にて市内ホテルへ。メーター付き

TAXI.。AIRPORT TAXI TICKET で５０ＢのSERVICE CHARGE が必要。高速料金は客

が現金支払い。 
２１：１０  HOTEL(DAVIS)着。タイ在住家族と合流（相当時間待った模様）。チェックイン。デポジ

ット３００ドル。部屋チェンジ。 
２１：１５  徒歩にてタイ在住家族の案内でチャイニーズレストランへ。空調の室内でリーズナブルな

価格で食事。シーフード。 
       夜店の屋台を見ながら、徒歩にてホテルへ帰る。 
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空港島を左に見て成層圏へ 

 

 
中国系タイ人経営のシーフードを売り物にしたレストラン（食堂）。部

屋の外にもテーブルがあり、食材が泳ぐ水槽。日本のものより格段に巨

大なシャコの塩焼きが美味。店内には家族連れが多数。ファミリーレス

トランの様な店。リーズナブルに美味しいものが食せる性格の店づく

り。祐治がタイ語をあやつり元気な様子。 

頭上に薄型大型テレビが設置されており、人気の連続ドラマの放映で

みんなの目がこちらに。ツーリストは当方のみ。 

眼下に大陸が覗ける。空気感は一層

透明感に欠ける。暑熱を感じさせる

大陸上空に入り空気感が異なる 
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食事の後、ホテルへの帰途。屋

台の若者と交流。昆虫の焼いたも

のや揚げたものあり。 
蛹を食したがなかなかのもの。

さしたる味がなかった。 
ガソリンスタンド。コンビニな

どがあり、広い道路から少し入っ

た一角。若者の救急ボランテイア

のバイクなどでにぎわっている。

 この時間帯でもにぎわいあり。

 

早くも野良犬登場。性質は穏やかな犬

がほとんど。タイもラオスも。 

 

ＨＯＴＥＬ ＤＡＶＩＳ 

なかなかの格式のホテル。 

深夜のロビーにて。 

 

 
 
. 
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１４．Feb．２００７（水）                                             BANGKOK 

 
８：００    breakfast ホテルにて european breakfast。 日本食風の朝がゆがある。これにフライ

ドした豚のミンチ（トムヤムクン風の味付け）をトッピングして食する。これは thai lao
とも、よく出された。帰国するＪＬ機の機内食としても供された。 

        Emporium(高級デパート)内のツーリストでVIENTIANEへのAirチケットを入手すべ

く、Phrom Phong(プロンポン)までツクツクで移動。徒歩で約２０分のところ。  

Sukhumvit(スクンヴィット通り・ バンコク一の目抜き通り)近く。 
９：３０    プロンポンに着くも、カメラ用メモリーチップを忘れたことに気づき、タクシーにてホ

テルに一旦、帰る。 
１０：００   再度、プロンポン。エンポリウムが開店するのを待って、ツーリストへ。結局、LaoAir 
       のチケットは入手できず、タイ航空のチケットを入手。 
        ＢＴＳ（高架を走る電車）でAsok（アソーク）へ移動。 
１２：３０   アソーク駅着。高架から降りて、昼食を採る。スクンビット通りから少し入った「スク

ンビットハウスＮｏ．1」でタイ料理の昼食。客は他にひと組のみ。 
        アソーク駅からＭＴＲで HuaLamphong(ファランボーン駅、バンコク中央駅)に行き、

HONG KHAI→AYUTTHAYA の夜行寝台のチケットを手に入れることとする。 
１３：３０   ファランボーン駅着。二人用コンパートメント、クーラー付きをゲット。 
        駅前の裏町を散策。駅２階でコーヒーを飲みながらマンウォッチング。コーヒーショッ

プ店名はブラックキャニオン。コーヒーの概念とは異なるもの。 
１５：２０   ワットプラケオと王宮見学（Wat Prakaew Grand Palace） 

（ファランボーン駅からタクシー、交通渋滞あり４時の閉館に間近か） 
１６：４０   ワットポー見学（Wat Po） 
１７：３０   ナイトマーケット（スワンルムナイトバザール）を歩き、両替などしながら、バンコク

在住家族と待ち合わせ。彼は会社の乗用車で駐車場に到着。 
        観覧車近くのチャイニーズレストランで夕食。ホテルまで彼の車で移動。 
２１：３０   State Tower ビル６２階屋上（Dome）でビールと夜景を楽しむ。 
２３：３０   ホテル着 
          

高級ブランドショップの

Emporium デパートの玄関

にも仏教施設が。５０歳がら

みのおばさんがお供え物を。

興味深く見ていると、ひとつ

如何。バナナの葉にくるまれ

た「おはぎ」様の甘いもの。 

 

 

 

ホテルの窓からもＷａｔの風景  

 

小さな人形の様なものがビッ

シリ並べられている。よく見る

ときらびやかな色彩の右のよ

うなもの。 
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かなり高めの一軒家レストラ

ン。チーク材の元貴族屋敷。床の

ブラウン、外壁の純白。タイ料理

の香草には少々なじめず。 

 

庭の佇まい。このような店にも祭壇が 

バンコク中央駅。終着駅。ドーム型屋

根。２週間後再びこの駅に降り立つ。 

 

 

道路を隔てた駅前に個人商店が立て込んでいる。狭い通路の両

側に食べ物・雑貨あらゆるものが。臭気に満ちた空間。いち時

期の上野アメヨコを臭くしたもの。この臭気には辟易。 

待合室風景。広場の両側に１，２階に各種施設。便利にできている。

Wat Prakaew Grand Palace ワットプラケオ・王宮
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ワットプラケオは１７８２年、ラーマ一世がバンコクに遷都し、王宮が建設され、同時に王朝の守護寺、護国寺として

このワットの建設が始められたという。基礎の部分にはビルマ軍に破壊されたアユタヤの遺跡を崩して取り出されたレ

ンガが使われているとのこと。全ての建築物は常に修復作業が行われ、新築のように光輝いている。本堂にはエメラル

ド色の仏像（実物はヒスイ）を祀っていることからエメラルド寺院と称されている。 

特異な建築ゼザインと色使い、燦然と輝くガラスモザイクの外装、金色色に光る仏塔、それらを取り巻き、猿、鳥、

獅子、蛇などの動物をモチーフにした彫像が配置されている。それぞれに特別の意味が含まれるものであろうが、我々

にはわからない。イマジネイション豊かに具現化された守り神か？異様な異文化空間であり、足を踏み入れた最初はそ

の異様さに圧倒されるが、しばらくこの空間に身を置くにつれ、燦然たる外壁もケバケバしさだけではない、嫌みのな

い静けさが感じられるのは何故か。高い文化的到達度を示すものか。 
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ワットプラケオは周囲を屋根付きの回廊で囲まれており、回廊の内壁に

はインドの叙事詩「ラーマーヤナ」をタイ風に翻案した「ラーマキエン」

が描かれている。絵柄を順に追っていくと何となく物語のストーリーにな

っている感じ。若者の男女により、今日も修復が行われている。エキゾチ

ックだが、さして違和感のない質の高いものである。この壁画に触れてい

ると、一層にワット全体に違和感無く、浸れるから不思議だ。 

↑長い回廊 

 

←男女の若者による修復作業 

↓ アンコールワットのミニチュア 何故か、境内にアンコールワットが。１９世紀末、

当時シャム国の属国であったクメール国の大寺院

に感動したラーマ４世が作らせたものとのこと。 
傷みの激しい本物よりも、美しいのではないかと

いわれるほど精巧。カンボジア探訪も兼ねている。
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 王宮のドウシット・マハ・プラサート宮殿 

正十字型の寺院風の本体の上に複雑な７層構造の屋根。 
この宮殿では王族の葬儀などの儀式に使われるという。タイ風の美しい建物。

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 ← チャクリー・マハ・プラサート宮殿

 

 
設計はイタリア人建築技師。３階まで

は大理石を用いたビクトリア様式。重層

の屋根から尖塔に至るタイの伝統的建築

様式と融合。 
完成は１８８２年。正面からは、迫力

十分。よくマッチしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ワット・ポー （Wat Pho） 

 
 
 
 
 

大寝釈迦仏とタイ式マッサージの総本山として

知られる王宮寺院。全長４６㍍、高さ１５㍍とい

う巨大さ。レンガで形どり、漆喰で造形されたと

いう。ただただ、唖然として、圧倒されるのみ。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ← 巨大な扁平の足の裏。バラモン教による宇宙観が螺

鈿細工画によって表現されているという。扁平足の足

裏はその人が超人であることを示す３２の身体的特徴

の一つとされているとのこと。 
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← 賽銭として供えられたコインを１０８の壺 

に投入することによって願をかなえる。   →

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 チャイニーズレストラン（スワンルムナイトバザール）と State Tower  62F ↓ 
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１５．Feb．２００７（木）                               BANGKOK→VIENTIANE 

 
９：３０   Breakfast 前日と同様。European style breakfast。 
１２：００  DAVIS をチェックアウト。荷物を預けて、本日の行動へ。 
１２：００  昨日のプロンポンまで徒歩で行く。途中、食事のとれる野外テントの屋台に入る。 
      ２０B の麺と１０B ペプシを注文。麺は米粉のもの、ビーフのかけつゆ。例の香草（セロリ

系）の匂いが鼻を突く。それ以外はなかなかの味。近隣の工事現場の労務者などで賑わって

いる。同席の現地住民が親切。金物類を売っている屋台で鍵を購入。 
       さらに、徒歩にてBTS プロンボン駅まで。途中、蜂蜜・蜂の巣売りを見学。暑さに閉口。 
１２：５０  とりあえず、少し冷をとるため、エンポリウムデパートに入り一階のカフェでアイスコー

ヒー。このコヒーはまともなもの。 
       BTS にてプロンボンからサナーム・キーラー・ヘン・チャートへ。BTS プロンボン駅に

てココナッツの飲み物を買い、手に持って改札へ。液体飲み物を没収される。厳しい警備。 
       スタジアムも近くにある。 
       MBK ビル（５階の建物・上質なショッピンブセンター）、隣接してTOKYU デパートも

あり。 
       旅行者で賑わっている。特に目的もなく、ショップを見て回る。個人商店が狭いブースに

テナントとして入っている。無数のショップ。無数の商品アイテム。 
       １階のインターネットカフェでエスプレッソにて休憩。 
１６：３０  再びBTS でプロンポンまで帰りホテル着。 
１７：２０  BANGKOK 国際空港着 
       猛スピードで高速を飛ばすタクシー運転手。ホテルから約３０分で到着。 
       出国手続きの後、Boding Time １８：４０ TG ６９２便。 
２０：３０  Vientiane International Airport 着。 
       乗客は約６０人。ほとんどが欧米人ツーリスト。彼らはビザが必要。日本人は不要。 
       混み合っているためか、Diplomatic Official Immigration  と書かれたブースへ誘導され

入国手続き。SSEAN 会議の時の掲示がそのまま残されているのか？ 
              ランサーンホテルの出迎えがいない。出会ったサチの知り合い（旅行社）が電話してくれ

た模様。今から行くとのこと。２１：３０頃、ホテルのバンで出迎えが現れた。 
２２：００  ランサーンホテル（LANEXANG）にチェックイン。メコン河に面したヨーロッパ風の格

式のホテル。 
       ジュニアスイート。２部屋。ともにテレビ、クーラー付き。５０００円未満。 
２２：３０  徒歩にて、近くのレストラン「コートダジュール」に着き、遅い夕食。 
       客は３組程度。２階からフランス人風欧米人が退店。他もラテン系欧米人の風情。 
       シーフードパスタ。フィレのステーキ、ラオビアを注文。レアに近いミデイアム。 
       ラストオーダーは何時？特に無い。お客さん次第と悠然たるもの。しかし、従業員は早く

終わりたい様子。外ではパトカーらしい音。従業員はみんな店を出て見に行く。 
２３：３０  退店。徒歩にて、ホテルへ。同行の家族はビエンチャンの自宅へ帰り泊。ホテル門衛に送

られたとのこと。 
 
 
 
 
 
 
 

街角の蜂蜜・蜂の巣売り。採集したもの 

Bangkok 国際空港への高速道路
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← BANGKOK 国際空港 

VIENTIANE へ → 

中華正月の飾り付け 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 夜の VIENTIANE 空港。 
搭乗機は最終便。寂しい情景。 
空港は日本の援助。維持管理のために日本

からの職員が常駐とのこと。 

 
 
 
 
 

 

 
 ←LANEXANG HOTEL 

フロント・カウンター  
 
 
 
 

 

ホテルからレストランへの途中。メコン河に沿った道路沿いに宗教施設。

ホテル隣接↓  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 ←レストラン「コートダジュール」 

ラオスで南フランス。壁には南フランスの 
風景画 ↓ 
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１６．Feb．２００７（金）                                      ＶＩＥＮＴＩＡＮＥ 

 
９：００    European breakfast   
               1 階ホールにてビュッフェ形式の朝食。寿司、とんかつなどの日本食もあり。 
１１：００   ホテルの斡旋でタクシーを借り切りにして市内を廻ることに決定。６時間、２４ドル。 
        少し、英語のわかる（単語程度）気のいい運転手がトヨタカローラで迎えに来る。 
       タート・ルアン（That Luang）、マーケットのターラートトンカンカン（Talat 

Tongkhankham）,ラオス人民軍歴史博物館（Lao People’army History Museum）、ラオ

ス繊維博物館（Lao Textile Museum）の順に廻ることに決定。 
        途中、一度ダウンタウンに戻り、フルーツとフルーツジュースで休憩。隣接のショップ

で後に購入することとなる壁掛けを発見。 
１７：３０   LANEXANG  HOTEL に一旦帰着。 
        シャワーの後、メコンの落日を見て、ツクツクにて夕食のレストランに移動。 
１８：３０   レストラン（KUA LAO）ラオス料理を中心とした店。ただし欧米人向けの料理を提供

することで評判の店。 
        食事を共にする山田氏、Jumping Tour の内藤さんを待つ。 
        Springroll sausage たけのこスープ、Lap シュリンプ、赤米飯を注文。３５ドル。 
２１：３０   2 次会に徒歩で行く。Bar Jazzy ジャズを聴かせる都会的なBar。 
        バーボンのダブルオンザロックスなどを飲む。２４．５ドル。徒歩にて帰る。 
２３：００   ホテルに帰着。 
 

タートルアン（That Luang）  
 
 

広大な広場の風景  
 
 
 
 
 ← 鳥を放って願いを叶えるのが風習。 

鳥を売る人達。ラオス各地の仏教施設でこ

の風景が見られることとなる。 
 
 巨大なゲート建造物をくぐって仏塔へ 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

仏塔の正面に当時の王の象が 巨大な仏塔が背後に 
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タートルアンは高さ４５㍍の黄金の仏塔。ラオス全土のシンボル。ラオス人なら一度はお参りしたいといわれる。そ

の起源は一節には紀元前３世紀に,クメール様式の仏塔が建設されたといわれるが不明。当時の王がルアンプラバンから

ビエンチャンに遷都した１６世紀半ばに建設を始めたことが記録に残っているといわれる。その後、１８７３年に中国

からの侵攻で破壊され、１９３０年に入って修復され、現在の姿になったと言われる。大仏塔を無数の小仏塔が二重に

取り囲む配置になっている。黄金に輝く塔は乾季の強い陽光にまばゆいが、構造はシンプルで華美な装飾の無い素朴な

仏教施設との印象が強い。タイのこの種の施設とは対比的である。毎年のタートルアン祭りには全国の僧侶が集まり、

寝泊まりすると言う。先の写真の広大が広場が市民で埋まると言う。一種の巡礼の地になっているようだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

← 仏塔は回廊が周囲をとり囲んでいる。その間は美し

い芝生。回廊内は破壊された仏像（仏教遺跡）などが

置かれている。タートルアン祭りには僧侶の宿泊場所

になるという。回廊の２辺の壁は壁画どころか、ラオ

スの画家（素人）の油絵が掛けられ、何故か、販売さ

れている。回廊の屋根越しに見える建物は隣接の別の

ワットのもの。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ↑お供えのローソク・線香を

売るおじさん  
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←回廊に安置された

破壊された仏像。お参

りの市民が金箔様の

のものを張り付けて

お祈りする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

← これから訪ねる地

方を描いたもの。回廊

に展示されているもの 
    → 

 

 
 
 
 
 
 
 

タートルアンに隣接するワットを覗いてみると、一変して極彩色の本堂に

目を奪われる。宿坊の僧の動き、客待ちするツクツクもけだるい真昼。ター

トルアンも１２時には閉鎖して２時まで昼寝時間に入る。 
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タラートトンカンカン（Talat Tongkhankham）  
 
 ラオスには日本のスーパーマーケットのような日常消費物資の供給施設は無い。すべてタラートと呼ばれる公設民

営的な（場所によって異なる。民営建物にテナントとして入る場合もある・・・中国系に多い・・・）ようだ。タラ

ートは夫々に特質がある。ここは、鮮魚、果物、花卉、穀物、牛・豚・鶏・の食肉、加工食品、など生鮮食料品を中

心とした庶民の市場としての性格。しかし、日曜雑貨あらゆるものが売られている。中では食事もできる。市民生活

が垣間見える場所。ここにはツーリストの姿は無い。 

 
 
 
 
 

 
ココナッツミルクを搾る。搾りカス。 

 

 
 
 
 
 
 ↑タートルアンで見た仏事の花等の花卉↑ 

 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

←生鮮野菜も極めて豊富。 
暑熱と乾燥の中、時折、水をかけて鮮度保持。

 

 

豊富なトロピカルフルーツ。美味なものあり。 

市場内風景 

↑乾燥フルーツ 

夫々の食材種類毎に売り場が区分されている。食肉売り場はシャッターを押すのが躊躇された。 
生肉、加工品、ローストされたものなど、アイテム、量とも豊富である。鮮魚（全てナマズ、ウナギ、コイ、テラピア、

サワガニ様のいきもの、カエル、日本で言う外来のサクラ貝の様なタニシなどの淡水魚）売り場には水槽で生体で売られ

ているものもあり、焼き魚にしているものあり、これまた、品目、量とも豊富である。生鮮食品は全て量り売り。 
タマゴの価格は信じがたい。あふれる商品、床は土のまま、デコボコの狭い通路を行き交う商品を満載した荷車。午後

４時頃からは、買い物客でごった返し、活気に満ちている。 
市場周辺には衣類、電機製品、携帯電話、パッチもんの時計、仏器などの店が集積しており、一大集客施設になってい

る。 
生鮮食材について言えば、これほどの物資を供給する商品生産農業が近郊で展開されているとは考え難い。 
そのほとんどが、後日通過することとなる、国境・友好橋を通って、タイから流入したもとと考えられる。 
雑貨、菓子・スナック類は殆どがタイか中国、ベトナムがそれを追って進出を図っている模様。 
コメは袋に入ったものがタイ米、ラオス米は大きなカゴに満載してバラでうられている。特徴は赤米が大量に売られて

いること。穀物生産は一部商品化されていることがわかる。 
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ラオス人民軍歴史博物館（Lao People’s army History Museum） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラオスは１９７５年の人民民主主義共和国成立以来、ラオス人民革命党による一党独裁体制が続いているまぎれもな

い社会主義国である。 
ソ連、ベトナムの改革の流れを受けて、１９８６年以来、市場経済化を柱とした開放政策が進められている。 

政・経矛盾する体制の中で、思想的な引き締めが必要なのか、近年、こうした人民軍歴史博物館や後日、見ることに

なるカイソーン博物館などの威圧的な建物の建設が見られる。国家のよって立つ基盤を誇示するためか？ 
しかし、殆どラオス人の見学者の姿は見られない。（入館中、皆無であった。ツーリストの姿もない）。国民の関心事

はこのことには無い・・と言わんばかりである。 
軍人の門衛に入館チケットを点検される。広大な敷地には、社会主義国特有の労働者・農民・人民軍兵士の巨大な像、

帝国主義者に向かって進軍する勇猛な人民軍兵士の像が飾られ（例によって、いささか芸術性に欠ける像）、ベトナム

戦争時代に使用したソ連製のヘリコプターや軍用機、砲、戦車が展示されている。それらを見ながら高い階段の上に

建つ威圧的な建物に入ることになる。 
館内は写真撮影厳禁。 
展示内容は１階にはベトナム戦争時代に使用されたソ連製の軍用車両や砲が展示されている。実戦で使用されたもの

である。中には、小火器で被弾したと思われる軍用トラックもあり、生々しい。 
２階に上がると、ラオス中世から今日までの軍事的史実を絵、写真、武器などで時系列的に展示されている。ラオス

の歴史は不連続なものと言われる。紀元前から立ち替わり、入れ替わる移住民族の歴史である。 
これには、絶えず侵略、侵入という軍事行動が伴ったものと考えられる。歴史が明らかになるのは中世以降ではない

か、それまでは文字記録がないので、わからないのが実態のようだ・・・ 
ランサーン王国の建国と外的との戦い、属国とされたタイへの抵抗などが展示されている（その時代のことのようだ）

これを評価しながらこの上に立って現在の人民軍につながり、植民地支配や封建制を打破してＰ．Ｄ．Ｒ．建国に至

ることを、国民結束の共通認識にしようとすることがうかがえる。 
とって付けたようで意図的なカモフラージュのように見えて、何かおかしい！ 

今日のラオスがあるのは、何といっても、１９５０年代のインドシナ戦争、６０年代のベトナム戦争時代のいわゆる
内戦、１９７５年のP.D.R.建国までの苦難の歴史が中心である。これなくして今日のラオスは語れない。 
さすがに、この時代の展示が充実しており、多数の写真、（司令部の作戦会議、敵の残虐行為、戦闘場面などの写真が
多数）使用武器が保存展示されている。明確な司令部の存在、指導者の存在、北ベトナム人民軍との協力などがパテ
トラオの時代から充実した展示になっている。フランスの植民地支配に抵抗した liberation で使われた弓矢や落とし
穴の時代から写真や実物で展示してある。 
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【Hmong の悲劇・モン族の悲劇】 
べトミンの抵抗に手を焼いていたフランスは、自らは血を流すことなく、部族間のわだかまりを巧みに利用して、

現地人同士を戦わせる方策で植民地支配を維持しようとした。 
そのため、ラオス、ベトナムのモン族から約２万人（と言われている）をサイゴン南の訓練キャンプに送り続け、

彼らを対ベトミン・リベラシオンの戦闘集団として結成し、戦費調達のためのラオスのアヘンを本国に送る任務やフ
ランス軍兵士の救出などにあたらせた。ラオスの村々の共産化（解放）を狙うベトミンと衝突することとなる。 
デイエンビエンフーが陥落すると、アメリカはインドシナの共産化を恐れ、生き残りモン兵士をひきつぐことにし、

モン特殊攻撃部隊を編成して白人の身代わり部隊として過酷な戦闘に参加させることとなる。 
この部隊と北ベトナム軍、パテトラオとの交戦が激しくなるにつれ、モンの死者は増加の一方。これらはアメリカ

によって「モン狩り」の手法でモンの村々から徴発されたモンの青年である。 
サイゴンが陥落するとアメリカへの引き上げ機に乗れなかったモン兵士（数万と言われる）は過酷な運命を迎える。
その後、ベトナムとラオスの軍事協定が締結され、大規模なモン兵士掃討作戦が展開されることとなる。 
いまもってルアンプラバン方面などの山中に相当数の元モン兵士・家族が生き延びていると言われ、いまだに掃討

作戦が行われているとのこと。 
この国もへたをすると、カンボジアのポル・ポトの轍を踏んでいたかも。 

人道上からも批判を受け、ラオス政府は掃討作戦があったことを、やっと、認めたと言う。 
一方、当時のアメリカへの Hmong 亡命者も多数にのぼる。これらの息子・娘が２０歳を超える。 
（vientiane times の記事にその一例が掲載されていた） 

 

ラオス内戦（ベトナム戦争）当時、頻繁に聞いた地名も説明書きに出てくるのは、何故か懐かしい気分である。 
戦場で使用された通信機器や情報収集用ラジオが Panasonic 製であるのも、何か物悲しい。 
説明には英文が添えられているが、稚拙な英文。だから、我々にも解読可能。辞書要らず。 

French colonialist  American  imperialist の記述は印象的。日本の占領時代（終戦までの約１年間）のことには、

触れられていない。 
しかし、Hmong 族のことについては、ただ一か所の写真に「Hmong の兵士と戦ったと」と簡単な記述があるだけ

であった。Hmong の悲劇なくして、今日のラオスは無い。 
部族間対立（実際は部族間対立・抗争ではない。フランス、アメリカが利用しただけ、犠牲者である）を蒸し返すの

は、多部族の統一のもとに国を統治していく上で、このことを語ることはタブーになっているのか？ 
 
入館者の記帳ノートに下記の様に記載した。 

This museum’s display is very interesting. But I hope more descriptions  about Hmong soldiers’tragedy. 
Peace Forever.    From Kobe Japan あえて氏名は記載なし。この程度の英語力で解読できる説明英文。  
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 ラオス繊維博物館（Lao Textile Museum）  
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レストランＫＵＡＬＡＯ Ｂａｒ Ｊａｚｚｙ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＭＥＫＯＮＧに落ちる夕陽 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 MEKONG の夕暮れ時、市民が川岸のショッ

プでビールを楽しむ  
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１７．Feb．２００７（土）             ＶＩＥＮＴＩＡＮＥ→ＶＡＮＧ ＶＩＥＮＧ

 
９：００   Breakfast 昨日同様の方式。良好なEuropean breakfast を採る。 
９：３０   トラック様ツクツクがバスまで送るため迎えに来る。欧米人ツーリスト１組と同乗。 
１０：４５  或るゲストハウス前に停車中のバスに乗り込む。欧米人ツーリスト女性２名が積み残しに

なる。次の便（午後の便）にするよう言われている模様であるが、少しトラブル。往々にし

てこう言うミスが生じるようである。満席状態にてようやく発車。 
１１：００  少し中心部から離れた北部方面へのバスターミナルに到着し、出発準備のためしばらく停

車。その間、運転手は多くの荷物を屋根にのせ、小荷物は運転席横へ。荷物の運送の受託も

兼ねているようだ。場合によっては、封書なども届けるとのこと。運転手の収入になるとの

サチの説明。 
       ようやく、ＶＡＮＧ ＶＩＥＮＧに向けＶＩＥＮＴＩＡＮＥ市内を出発。 
       延々と平野部の国道１３号線をひた走る。国道と言えども、その整備水準は低い。路盤に

アスファルト舗装がほどこしてあるのみ。歩道は勿論のこと、舗装止、側溝、センターライ

ンもなし。 
       バイク、トラック、普通バスをけたたましく警笛を鳴らしながら、猛スピードで追い越し

て走る。ＶＩＰバスと言うものの、空調はあるがまともに機能せず。途中からは、その空調

もスイッチを切る。 
１２：３０  小規模な町並みを形成している地点で小休止。トイレ休憩。軽食をとるものあり。 
       アイスクリームで休憩。 
       この小休止以降、しばらくしてバスは山間部に入る。上りではバスは喘ぎながら走る。 
       下りはまた、猛スピードで降りていく。これを繰り返して、途中、ナムグムダムを見て、

湖畔で停車。受託した荷物を降ろすためである。 
１４：３０  バスは国道筋の本来のバスターミナルから、ベトナム戦争時代の広大なアメリカ軍ヘリコ

プター基地を横切って、と或るゲストハウスに横付け。（乗客全てがツーリストであるため。） 
       到着と同時に、ヘリコプター基地越しに異様な山容が目に入る。ＶＡＮG VIENG 区域に

入ってすぐ、車窓から巨大なセメント工場を見た。後でわかるが、あらゆる処に鍾乳洞（現

地ではCave と称してツーリストのCaving のポイントになっている）がある。 
       一帯が石灰岩の台地である。 
       バスから徒歩でホテルへ向かう。新設のホテルらしく、案内書に記載なし。 
       探りあてて、歩く。バッグのキャスターが役を成さない道路。中国系住民が集まり、何や

ら、テントの下で飲み食いして談笑している。地域に災難が降りからからないように、お祈

りする行事とか。 
       途中、バーバーを兼ねて経営する店でペプシコーラで休憩。 
１６：００  ホテルＥＬＥPHANT CROSSING 到着。 
       チェックイン後、街へ出て、散策。サナサイレストラン（ＳＡＮAXAY）夕食。 
       Stake, Springroll, 焼きそば風麺、ビアラオ 
２０：３０  ホテル帰着。 
 

 

 
 
 
 
 
 ↑ VIENTIANE バスターミナル ↑
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 VIENTIANE➟VANG VIENG の車窓風景（平野部）揺れるバス車窓・・・ブレは容認を 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 

遠くに水田、手前は休閑・２期作

地域だが、輪環 
水稲作 林間にハンモック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
乾季だが河川にはかなりの水量 極、標準的な農家住宅 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

蓄財による改築・高床にレンガ積で部屋を。 
到る処で改築・増築工事が見られることとなる

ファームポンドとも言えない水溜まり。 
魚を捕る姿も。 

 
 

 

 
 
 
 
 

耕運機が。交通手段としても使う。
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↓行程中、ナグムグ（Nom Ngum）ダムの風景に出合う↓ 

 

 ナグムグ（Nom Ngum）ダム。１９７１年、日本などの援助により建設されたダムにより、巨大なダム湖が出

現した。生態系破壊との批判がある一方、豊かな漁場として漁獲は Vientiane へ供給され、地域経済に貢献して

いると言われている。先に見た Vientiane のタラートの淡水魚もここから出荷されたものもその一部に。発電さ

れた電力はタイへ輸出され、外貨獲得に貢献しているとも言われる。水面に出現した島には社会主義政権樹立時

代に反動分子が送られ政治教育の場にされた。今なお、「男島」「女島」として男女別の刑務所として使われてい

るという。・・・旅行案内書情報・・・Hmong の悲劇の時代と重ねて思うとき、特別の感慨を感じる。・・・日本

の援助による湖島の出現であることを思うと。現在ではボート遊びをして、湖岸のレストランで魚料理を楽しむ

のが一般的なツーリストのやり方。遊覧ボートや漁船が湖岸に停泊している風景が見える。写真にも漁船の姿が。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

← 湖畔の集落の風景、こうした中に船着場があり、遊船、漁船が停泊。

運転手はこの集落で運搬受託した荷物を降ろした。 

← 近くで木材を切り出す様子も

 
 
 

↓【ベトナム戦争時代のアメリカ軍のヘリコプター基地跡】↓ 

 
 
 
 
 
 
 
 

南を 

 

東を 南端を 
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東を。建物あたりがバスターミナル 東北を 

Vientiane から１８０㏎の緑深いナムソン河畔に Vang Vieng がある。 
１９７０年代のラオス内戦（ベトナム戦争中）中は北部山岳地帯に展開する共産軍掃討のため、基地を建設し、日夜アメ

リカ軍のヘリコプターが出撃して行ったところだ。広大な基地がそのまま残されている。舗装は部分的に残り、当時を

彷彿とさせるが、ほとんどは、はがれ、デコボコの土。ここをツクツクが土煙りをあげて、横断して、街とバスターミナ

ルを結ぶ。 

北を 



 
↓ビエンチャンへ向かうバスが到着。客待ちのツクツク↓ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

バスが横づけしたゲストハウス。ここからホテル

へ歩くことになる 

 
 
 
 
 
 
 
 

広大な基地の向こうに特異な山容が迫る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消耗戦に疲弊したアメリカ軍兵士に女性とアルコールなどを提供する慰安施設としてこの街並みが形成された基地

の街と思われる。背後の険しい岩山と鍾乳洞、ナムソン川の清流は絶好のリクリエイションの場になり、若い兵士を心

身ともに癒したものと思われる。いまでは、国道の開通で河、山の資源に恵まれていることから、ツーリズムのポイン

トになったと思われる 

↑ホテルへの途中、散髪屋と小さな店を営む女性と出会い、ペプシで休憩。３０歳半ばの女性にこの街がいつ頃

出来たのか聞くと、「嫁いでくる前のことは知らない。年取った人に聞くとわかるだろう。その年代には英語が話

せる人が多い」との答え。散髪代はラオス人は日本円で１５０円程度。外国人はその何倍もいただく。税を徴収

されるからとのこと。徴税能力が国の統治能力のバロメーターとすると、この国の統治能力はかなりのもの。こ

のことは、旅行中、あらゆる観光スポットの入場券で認識することとなる。散髪屋は椅子と鏡と簡単な流しだけ

の質素なもの。ラオス人一人が散発中。 

客には、バスから見た、セメント工場の従業員などが多いとのこと。 

 

←バスターミナル。ルアンプラパン、ビエンチャン行きの便がある。 
僧侶の姿が見える。ルアンプラパンにでも移動するのか。料金表は英語表記

がある。ちなみにルアンプラパン mini bus 95000K,express bus 85000K, 
Normal bus 75000K とある。１万ｋは約１４０円余。 
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←国中どこでも建築ブーム。ツ

ーリズムが興ると施設整備、建

材業、住宅機器業、什器類、イ

ンテリア、商品生産農業まです

そ野が広がる。地域経済の循環

の原型を見る思い。 

← バスターミナルの

トイレ。1000K 
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↑夕食を採ったレストランからの暮れなずむころ。 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 ↑ 日がな、ラオス風の床に寝そべるスタイルでテレビを見な

がらビアラオで寛ぐ外国人ツーリスト。 
こうした過ごし方が好まれる。テレビはタイや日本のカツ

ーン。 
ラオスの欧米人ツーリストは昔は食いつぶし者のバックパ

ッカーのイメージだが、今日、知的水準は高い連中と見える。
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１８．Feb．２００７（日）                               VANG  VIENG 

 
９：００    European breakfast  bread and butter ベーコン、スクランブルエッグ、フルーツ、 
        勿論、ラオコーヒーも。 
１０：００   サムソン川を渡り、バンガロー村を見学。 
        ここで思案の結果、同行家族がレンタバイクを借りてくることとする。それ以降、バイ

クで移動することに決定。 
        待つこと３０分。彼女がバイクを借りて到着。 
        バイクで移動して先ず、Cave 探索に向かう。乾季の休閑田を走って、道なき道のルー

トをLusi Cave を目指す。乾季の田の切り込まれた畦を乗り越えてバイクを進める。この

畦の切り込みが、後ほど、重要な意味を持っていることに気付くことになる。 
        Cave へのルートは竹竿に取り付けられた簡単なフラッグで示されている。道中約４Km。

徒歩で向かうツーリスト、自転車で帰ってくるツーリストに細いルートで出合う。 
        Cave 入口に到達。３人の現地のラオス人が手持無沙汰に待ち構えていた、そんな様子

である。道中、植林された林の中の、ことの外の冷気が印象に残る。この樹種の植林は各

地で見られた。これは確認できずじまいに終わる。が、重要な意味を持っているように思

える。 
        入場料を払って、ガイド付きで Cave に入ろうとするツーリスト６人が集まり、いよい

よ、これらの者を一つのグループとして、待ち構えていた内の二人がガイドになって案内

することとなる。 
        変哲もない鍾乳洞であるが、かなり（相当の）大規模なものであることが判る。安全な

ルートを手すり、階段でしつらえ、照明まで完備している日本の観光スポットの鍾乳洞と

は大違い。バッテリーにつないだ照明器具を２人に一個の割で渡される。この照明器具も

内２個がバッテリー切れを起こし、使用できなくなるのであるが。 
        チョットシタTough Adventure である。 
        木と竹と針金で作られた手すりや梯子はそれなりに設置されているが、強い洞窟内の湿

気で年１回は取り換えなければならないとのこと。梯子に使われていた朽ち果てた材がそ

の場に捨てられているのを見て少し不安がよぎる。 
        国の違いを超えても、鍾乳石の形を何かになぞらえて名称を付けて楽しむのは、変わり

がないようだ。曰く、女陰、男根、恐竜、・・・などである。恐竜と言うのは、ダイナソア

ーと言うよりエレファントと言うのが地域性から言っても、適当ではないかと付言してお

いた。 
        相当に奥まで入ってから、水の出現である。ここから奥は、膝までの水位の処、１か所、 
       胸までの水位の処１か所ある。これを超えると滝の音の聞こえる、素晴らしいラグーンの

ところに行きつけるとのこと。 
        オイオイ、それは待てよ！同行のツーリストすべて、御免をこうむる意向。これにて退

散。この場でSmoking Time 小休止の後、元に戻ることにした。吸い殻はそこらに捨てて

おけとのこと。        
        再び税の話であるが、ここでも、過去の日本の映画館のチケットのように、公的な検印

が押された連番号のチケットもぎである。案内人との交流の後、再び、街まで帰る。 
１２：３０   河畔のレストランに入り、手を洗って、一息着き、サンドイッチとレモネードで昼食と

する。帰る途中、ゲストハウス群の汚水がそのままナムソン川に放流さているのを見る。 
１５：００～  Hmong の村を探索することとして、先ず、国道のガソリンスタンドでガスを補給し新

設の有料橋を渡って、埃の舞い上がる道を約４～６Km 先の集落を目指す。 
        Nathone や Phone Ngorn などの集落である。 
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        帰途、農婦に出合い、水田の灌漑施設の話や牛の放牧の話を何回も聞く。時刻は午後５

時半を廻るころ。バイクで帰路に就く若者の姿や徒歩で勤めから帰る５～６人の婦人のグ

ループに出合う。 
        現金収入を求めて、町へ出る様子がうかがえる。同質的な村落社会が徐々に変わりつつ

あるのか？ 
        ホテルに帰り、シャワーで泥を落とし、夕食へ。 
１８：３０   レンタバイクの借り上げ時間を有効に使って、街外れまで探索。 
        レストラン（BAN LAO RESTAURANT）で夕食。 
        Spring roll ,fried rice,スパゲッチ、ビアラオ 
        街を散策、前夜から気になっていた屋台のホットケーキを持ち帰る。 
        綿の帽子を買う。これ以降、この帽子を愛用。  
２２：００   ホテル帰着。 
 
 
 
 
 
         
         

←朝の陽光を浴びて特異な山容はミステリアス 

朝は涼しく、日本の９月頃の感じ。しかし、今日

も暑そう。 

 
  
 ↓ホテルでの朝食風景↓ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ナムソン河の木橋を渡って、バンガローへ。】
 
 

バンガローを経営管理する者。ここに
もバスチケットの案内。扱う場所によ
って微妙に価格に差が。     → 

 

←ツアーの案内看板 
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安価なバンガローに宿泊し、日陰で
読書しながら自由に過ごすのが欧米
人ツーリストのやり方。    →

←典型的バンガロー施設。

トイレ・シャワーは共同 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

← 長期滞在者には縫製の需要もある。Singer 
の刻印が懐かしい。トリが歩いているのは当たり前。 

↑犬が居るのも当たり前。飼い犬か野良犬かの区別がつかないのが当たり前。 
こんなものをウオッチングしながら同行家族の到着を待つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

我々に次いで、ツーリスト現る。彼らとともに、Cave にはいることとな
る。手書きの看板に Luci Cave。入場料 8000K,ラグーンへは 15000K、ここ
へは、ガイドなしで不可とある。例の徴税チケットである。     →  

←どこにでも宗教施設。 
どこにでも犬が居るのが当たり前。

→ 

Cave 入口、案内処 

 

← 魚網の繕いをしながら客待ち。
興味を示すと実演してくれた。あ
りきたりの投網。ナムソン川で漁
か 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ↑得意げな案内人。片言英語で名調子。暗闇。光は写真フラッシュのため。↑ 
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 鍾乳洞内風景・暗闇の中フラッシュの光で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

←ここから先、膝まで

の水、胸までの水を超

えてラグーンへ。 
煙草休憩。この先断念。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 ← 案内処から Cave 入口までは急峻

な岩肌。竹の手すり。木の梯子が針

金で結えてある。       → 
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← 案内人としばしの交流。 
近くに住んでいるとのこと。 
トイレは？と聞くと。林の中とのこと。 →

そして再び、客待ち。のんびりと日が過ぎて

いく。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休閑地となっている水田が通路となっている。通路ではない。踏みならすから通路になったもの。 
緩い傾斜地の水田。その畦が切り込まれた箇所がある。これを踏み越えてバイクを走らせる。この切り込みは畦の適度

な高さで切られている。水田として水を張る時、必要な水位になれば、次の田に流れ出す、所謂、田越しに灌漑する工

夫であることが判る。午後の村でも感じることであるが、休閑―耕作のブロック毎のローテイション、乾季・雨季の関

係、家畜を入れる土地利用、田越しの灌漑など、村に土地利用調整機能があるとしか考えられない。腰高に刈られた稲

株に牛の放牧。排泄物による地力の維持増進。よく考えられた農業生産方式である。小屋は農作業休憩所か農牧牛の監

視舎。 

 

↑牛放牧の監視小屋か、農作業休憩施設か？ 

 
 
 
 
 
 
 

 
↑木橋を渡って町中へ。バイクは同行

家族 

木橋を渡ると左写真
の露地に入る。 
右はその前に開ける
町並み。本通裏。 
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木橋を渡り露地に入る手前で、ゲストハウス群の排水がナムソン川に無処
理のまま放流されているのを見る。 
泡立つ排水を見て、露地を通り抜けた右手に右の看板。 

看板には、小市域開発事業。排水路（Ｄrainage  これには下水の意味も
ある）整備事業。事業開始０５年２月１１日。契約金額１７億Ｋ（日本円で
２５００万円）。発注者 市街地開発公社。施工管理者 ○○コンサルタン
ト。請負業者 KHAMFONG 道路橋梁建設会社。とある。排水路はあるが下
水終末処理施設が見当たらない。 



【Vang Vieng の中心から５㌖程度入った村にて】 
 ナムソン川の有料橋（ラオス人は通行自由）を渡って、土煙りの上がる石ころ道をバイクを進めた。 

 

 

 ←どこからもこの岩山の風景が 

 
 
 どこの村にもこどもは多い。特に今日は日曜日。人懐っこく寄ってくる。

バイクを止めて、木陰で休憩中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
←村に入る手前に美しい水の流れが。この巨木はあらゆる処で見る。 

 
 
 
 
 
 

↑町から５㌖も離れたここにも外国人ツーリストの姿が。 

飲み物のショップもあり、日陰で読書して、のんびり。 
 
 
 
 
 
 

 

トウモロコシの下にパンプキン。工夫された栽培→

←子どもたちが水辺で魚とりでもしているのか  
 
 
 
 
 
 

 

←流れは険しい石灰岩の山から 

↓小規模ながら、商品生産農業も→
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手前はかなり広い運動場。周囲は牛除

けの柵。子供は梯子を渡って。  → 
学校教育は発達しているかに見える。 
どんな Village にも学校が。 
シェンクアンに建物の整備水準はかな

り高い、教員養成専門学校があったの

を見た。カリキュラムは？思想教育

は？など興味津々。通学する小学生の

姿は思いの外、小奇麗で楽しそうなの

がめについた。

←村の小学校。本日は日曜日

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

農家の庭先風景、高床の下には、アヒル、鶏は育雛。簡単な石で組んだかまどには
火。その上に鍋。夕餉の支度か？その時間帯である。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 この村に影を落とす。傾く太陽。
 
 ↑庭先に綿の木。実が熟して、紡いで寝具の木綿に。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
↑バナナ、珍しい種類とか 

↑木の上にドラム缶
の水タンク。自家水
道の代わりか。 

この花が至る処に見られる。こ
の道の奥に Cave ありとの看
板。迫る岩肌。 

←村の広場らしき。 
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上のこれらの写真は全て、田の灌漑施設（Irrigation Ditch 素堀の掘割）である。柵は牛除け。道路が築造されると、

その下にヒューム管を敷設して水路が確保されている。用水、排水は勿論、分離されていない。例によって、ここでも

田越の灌漑である。 
下の写真は牛の放牧風景。柵で区割りがしてある。輪環的に放牧場所を変えて、排泄物による地力増強の偏りを防ぐ

ためか、ここまで考えられていると思うと、どうしても、村の共同体が土地利用調整機能を有していると考えたいのは、

共同体にロマンを求めたい私の思い過ごしか？単に、水が確保できない地域であることがその理由というのが正確なと

ころだろう。 
我々が探訪した村からの帰途、一人の農婦が土煙りの中を歩いている。呼び止めて聞いてみた。先にみた、水辺の家

に帰るのだという。 
これは田の灌漑用の溝か？ 「そのとおりです。これは昔からある」とのこと。 
牛は耕作用に使う牛があるのか？ 「ない、ここの牛は全て売られる（食肉用 Beef Cattle のことだろう）牛は１年

に１頭、生まれるのでこんなに増える。私の田に放されているが、私の牛ではない。勝手に入っている」とのこと。 
次は何時の時期に田に水を入れるのか？「８月頃である。ここは２期作ができない。水がないから」とのこと。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 牛は、極めて性格の温暖な小型のものである。いかにも粗食によく耐えそうな茶色の牛である。勿論、自然交

配なのだろう。こうした飼い方なら、繁殖障害などは起こるはずもない。確実に、農婦が言うように、１年１頭

は必ず分娩するだろう。九州阿蘇で見られる赤牛より少し毛色が薄い。在来種と思われる。 
この牛は農耕に使われることはないものだが、地方によっては、水牛、ゼビュー（脊にコブのある牛の種類）も

散見されたので、これらはまだ、役牛として使われるのだろう。 
牛にはカウベルが付けられている。ヨーロッパのものとは異なるが、目的は同じである。 

 
 
 
 
 
 この時期の村の色彩のイメージはここで見せている写真そのもの。オード色のモノトーンである。 

その中に時折見られる、さきに見せた赤い花・・・と言った強烈な印象。  
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道路沿いの民家の軒先で織物をする若い女性。以前、同行家族が訪ねたこ

とのある処。覚えられていたようだ。 
母親を探すが、居ないとのこと。隣には飲み物、スナック類を売る店。 
ちょっとした村の中心。  

 
 
 
 
 
 

 耕運機は重要な交通手段 

 
 
 
 

 

←夕日を浴びるナムソ

ン河左岸の風景

有料橋下の河川敷には商品生産 
少量多品目と見た 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 ナムソン川を紅く染めて、岩山に夕

陽が落ち。夜のとばり。 
昼間の暑さから少し解放されて、レ

ストラン（BAN LAO）にて夕食。 
屋台のホットケーキを持ち帰り。 

鉄板の上で、生地を薄く伸ばし輪

切りのバナナを乗せて焼く。その上

に練乳を掛けて畳んだもの。 
何とも、甘くて口に合わず。不思議

なもの。 
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１９．Feb．２００７（月）                     VANG  VIENG→LUANG PRABANG 
                                           （LUANG  PHABANG）

 
ルアンパバーンへ移動する。革命後、ルアンパバーンと改称されたのか？ルアンプラバンと懐かしさを 

込めて、呼ばれる場合が多い。我々の年代にはルアンプラバンという呼称はよく聞いた。ベトナム戦争 
当時、この文化性の高い古都がアメリカ軍の爆撃で破壊されるのが、我慢ならないとする運動が起こった 
と記憶する。恥知らずな破壊活動の象徴として、語られた記憶がある。特に京都では、日本の京都が破壊 
されるのに匹敵する蛮行であるとして、受け止められた。 
 
８：００   昨日と同様の Breakfast. ただし、今日は月曜日。タイからの富裕層の旅客も帰国し、客

数が少ないので、ビュッフェ形式から、注文による配膳形式に変わった。コーヒーは自由。 
       ツクツクが各ゲストハウスの客を集めて、米軍基地跡の例のバスターミナルへ終結。 
１０：３０  Express bus がターミナルを出発。Vientiane Vang Vieng 間に乗車したバスと同じ形式の

もの。料金二人で１９ドル。約７時間の長丁場になる。 
       険しい山間地の道路。急傾斜地の曲線の多い道路を喘ぎながら、ひた走り、下りはかなり

のスピードを上げる。険しい山間地にモンの小集落が点在する地域。今だに「制圧」しきれ

ないモン兵士が時々出没するとか。「山賊」に出くわすこともあるとか。現に、現地在住の外

交官はここをバスで通過しないようにとの通達も出されているという。後日、再度Vientiane 
            に入った時、丁度、我々が通過する日程のころ、何か事件があったようだと聞いた。 
       何が起こっても不思議ではないと思える地域であった。 
       途中、山間のVillage の様子がよくわかる。焼畑、造林地、水の流れのある村、ない村、 
      集落の中の水道に集まり、水浴びする子供、髪を洗う婦人の姿、山仕事に入る住民、屋根に

使う材料を収集する人、箒に加工する草を集める人、焼畑の跡のバナナ栽培など、生活が垣

間見えて、興味が尽きない。 
       行程中、３回の休憩。一回目はトイレ休憩、２回目は各自自由に昼食をとる。僅かな広が

りに少しの町並みを形成している。行き交う長距離バスが終結している。近くには中学校ら

しきものもあり、この山の地域の中心と思われる。 
       ３回目はトイレ休憩。路上に止めてのトイレ休憩。途中、Province 超えのゲートでチェッ

クを受ける。 
１７：３０  ルアンプラバンの郊外のバスターミナルに到着。各地からのバスが終結している。客を求

めるツクツクの群れ。観光地である。 
１８：００  ツクツクに乗り合わせて、ゲストハウスに到着。メコン河に面した、かなり質の高いゲス

トハウスである。Beauy Kokjieng guest house。 
１９：００  ゲストハウスを出て、夜のマーケットを散策してレストラン探し。ラオ料理店で夕食を採

る。仏画の額とオーストラリア人写真家が撮ったと言う絵葉書を買う。 
       さらに、ゲストハウス近くになって、ラオス人が屋外のレストランで賑やかに何やらパー

テイ。テーブルに座って、パンとビアラオを注文。 
２３：３０ ゲストハウス帰着。門限を超えている。 
 
 
 
 
 
 
 

 

ツクツクがターミナルに終結。屋根に荷物が。 
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 山岳地域の村。 

焼き畑があり、バナナの栽培が見ら

れる。山容は険しく、Vang Vieng と

同じ石灰岩の岩肌。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

トイレ休憩地。山中の小さな集落。

ここにもタイの音楽 CD が、タイ

文化の浸透は広くて深い。 

 
 

 
Police の文字が 
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 ↑山中の町並み。ここでもツーリスト用ゲストハウスが。 

 

 

↓険しい山容。ほとんどが焼き畑である。林相は低灌木。山の頂まで人の入った跡が裸地の通路となって見える。

左の写真は遠くに道路が見える。バスはこれを通って、下りになり、ルアンプラバンに入ることとなる。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ラオスの森林は森林被覆率は僅か４１．５％と言われる。貧困の中での人口増大による焼畑耕地の拡大が森林疲弊の原

因と言われる。焼畑を禁止すると同時に、木材と非木材森林生産物の生産促進を図るアクションプラン「森林戦略２０２

０」を進めている。日本の実情と合わせ、考える時、優れた政策と注目される。 

↑路上でのトイレ休憩。その間も Vip bus などが猛スピードで追い抜いていく。 
子どもたちが興味深く見ている。 

 

↑昼食休憩場所。往来するバスが多数終結し

ている。ツーリストにものを売る人なども集

まり、なかなかの賑わい。 
 
近くに中学校もあり、退校時間なのか列を作

るように出てきた。         → 
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バスの終結する場所は子供たちの遊び場になっている。学校は給食が無く、自宅に帰って食事を採る。昼食時間を

過ぎているので、退校後の子供の時間の過ごし方になっているのだろう。 
ラオスでは物売りする子供は各地で見られたが、物乞いする子供の姿はない。ここで初めて、幼児を背負った少女

がバスに駆け寄り物乞いを。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

道路工事用車両が運搬される。 山に入る人。人里からは遥

か離れている。 

← ルアンプラバンのバスターミナ

ルに到着。ツクツクにて 
ゲストハウスへ。相乗り 

 

約８時間の長帳場であった。

暮れなずむ頃、ゲストハウス

へ到着。 
メコン河が目の前に。 
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メインストリートの延長０．７㌖ほどのところに、びっしりと夜店が立つ。外個人ツーリストで賑わう。 

歴史遺産都市として世界中からのツーリストが訪れている。この地より北部方面へは急激に訪問者が減少する。このメ

インストリートと交差する露地には食べ物を売る屋台が立て込んでいる。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

あらゆるものが売られている。手の込んだ絹織物の刺繡などで加工したものなどに外個人の人気が集まってい

る。ゼザインもモダンな要素を取り入れ、外国人好みに仕立てられているものあり、なかなかの知恵者がいるよ

うだ。よく見るとアンテイークな物に掘り出し物がありそうだ。得たいの知れないものもあり、興味が尽きない。

Drag の流通に使われたと思える小型の携帯用竿はかり。古代の貨幣と称するもの。石器時代の石斧と称するもの。

手作りの素朴な玩具。など・・・など 
ミャンマーから来たものだというキセルを購入。お土産の調達によさそうだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

夜のマーケットの通りから少し入ると、気の利いた店がある。仏画を

モチーフにした掛物を購入。 
このモチーフはオリジナルなものでは無いらしく。あちこちで見るこ

とになる。 
オーストラリア人写真家が撮ったと言う絵葉書、印画紙でプリントし

たもの。質の良い写真。を３枚購入。 
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２０．Feb．２００７（火）                             LUANG  PRABANG 
                                         （LUANG  PHABANG） 

 
９：００   breakfast コーヒー、パン、バターで朝食。ゲストハウスの玄関の軒下に店が出ている。 
       近隣の住民もここで朝食を採ることがあるのか、２－３人が朝食を採っていた。 
１０：００  ゲストハウスを出て、ルアンプラバンの街が一望できる仏塔へ登ることとする。 

国立博物館（かつての王宮）の真正面にある小高い丘。Phousi 呼ばれる仏塔。 
仏塔への階段近くにあるLaha の店にて織物製品を物色。藍染の綿のシャツを購入。 

       旧王宮（国立博物館）に入館するつもりであるが、昼食時間にかかるため、一旦、宿に帰 
り、残り少なくなったカメラ用メモリーカードを交換し、昨日の絵葉書に文章を入れ、郵便

局へ持ち込み投函することとする。 
       郵便局で切手を選びハガキを投函。約１週間で届くとのことであったが、帰国後、５日後 

に届くこととなる。 
       明日のメコン河の船遊びを予約し、王宮見学に行くも、休館日。毎週火曜日は清掃のため、 

休館するとのこと。仕方無く、予定変更してワットシェーントーンに行く。 
１７：４５  ゲストハウスに帰着 
       夕食に出る。レストランBlue Lagoon で夕食 
       豚肉の生姜焼き、蒸しライス、スパゲッテイ、ビアラオ、コーヒー、マンゴージュース。 
       １４万キップ。外国人経営らしく、よく整ったレストラン。 
       夜のマーケットを見ながら、お土産を物色して、徒歩にて宿に帰る。 
 
        

 

 
 
 
 
 
 
 朝のメコン。右の巨木が印象に

残る。 

早くから客待ちするツクツク。この

周辺にはゲストハウスが多い。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿を出て、徒歩にて街中へ。その途中、裏町では朝市が立つ。この時間で

もかなりの賑わい。しばらくして店じまいに入る。市民が食材を調達する市

のようだ。食生活は豊かであることがわかる。米はラオス米。陸稲は粘り気

が適度に有って、日本のコメの食感によく似ている。 
魚はメコンの淡水魚。どこに行ってもテラピアがある。これは外来魚では

ないのかな。養殖されているのか？一時期、日本でも、鯛に似ていることか

ら、○○鯛との名称ではびこっていた。 
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 少量が単品で出されている。近くの農家が売っているのだろう。 

上中央は芋。生をかじると、何とも味の無いものであった。 
下の左は日本でも秋に山で自生しているキノコ。旨い。 
左の塀は王宮ではなかったかと思う。こうして朝市が立つ。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王宮（博物館）裏口 
 
 

立て看板に見入る老人。こんな建物が 
立ちますよと言う宣伝。左はその工事中。政治ス

ローガンではない。この国で政治スローガンは見

なかった。 

 

この街でも建築ブーム。 
この建物は木造 
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街中、到る所にワットが見られる。それぞれ趣が異なり。興味深い。これはワットマイ（Wat Mai）。 

この写真には無いが、５重に重なった本堂の屋根は優美で美しい、夜のマーケット越しに見える姿は印象的。本堂の壁の

レリーフは仏教の輪廻を表していると言われる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

←訪問歓迎。ラオスの写本（経典）

の保存に感謝。写本（経典）保存セ

ンターと英文が… 

 
 
 
 
 
 

 

 Laha の店先。日本人も協力している活動らしい。 
高品質な自然織物。布、クッション、帽子、スカーフ、キル

ト、部屋の服飾品、バッグ。綿の藍染シャツを購入、これ以

来、着用してラオスを歩くことになる。 
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【プーシー(Phousi)】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

案内書によると、３２８段の

階段を昇って頂上へ。２人の

仙人が神様に導かれてこの

山にたどり着き、ルアンプラ

バンの街を造ったと言う伝

説の山。展望台としてツーリ

ストに人気のあるあるスポ

ット。夜のマーケットからも

ライトアップされた仏塔が

見える。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂の中。猫が・・・ 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 頂上からの展望。中央に王宮（博物館）その先はメコンの流れ。ワットマイの優美な屋根が見える。茶色の僧衣

は高僧、黄色は修行僧、白は尼僧とのこと。 
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バスターミナル方向を望む。川はナムカーン。蛇行しながら、この町で、メコンに合流する。 
右は空港方向を望む。左上方に滑走路が見える。 

 

 
 
 
 
 

 

Post Office 外国語表記はフランス語。 ラオス開発銀行。ここで両替 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

街中の簡易ポスト。切手も売っ

ている。        → 

←公園は常設のマー

ケット、夜も昼も 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

街を歩く僧の姿。この町は標高６００ｍのところ。朝夕は涼しいが、

真昼の太陽は強い。日よけが欲しい。むしろ、ツーリストは日除け無し

で歩く。我慢強い。早朝、５時起きすれば、街の全域で托鉢する僧の姿

が見られるとのこと。僧に敬意を表する宗教儀式が半ば、観光化された

と言われ、ゲストハウスにも見学する者の心得が書かれている。この行

事に敬意を払うことが第一。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

街なかを歩くと、ガイドブックにも載らないワットがある。住職（そんな僧の制度があるのか知らないが）の気持ち

が感じられるような、美しくしつらえられたワットを見た。本堂の日蔭で読書して、時間を過ごす外個人ツーリストの

姿も印象的。数葉の写真を示す。 ↓ 
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 ←廃棄物処理は大きく立ち遅れているが、一方では廃タイヤ

を加工した丸いゴミ箱が街に・・・  
 
 
 
 
 
 
 
 

↑昨夜のレストラン、工芸品ショップの真昼の姿 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

サッカリン通り裏のワット。こうしたところは自由に出入りして見学できる。 

 

 
 
 
 
 
 

 44



 

 

↑サッカリン通りに面した伝統ある小学校の風景。保護者がバイク、ツクツク、車で迎えに来ている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

サッカリン通りのワット。ワットが集中した地域で、自由に出入りできる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 この地区にはツーリスト相手にする店も多い。近くの村の民具、織物、和紙など。右の和紙

を売る店で気の利いたものが売られており、照明器具に最適。購入することに。近くのメコン

河畔の村に和紙をすく集落あり。明日のメコン河の舟のツアーのコースになっている。 
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【ワットシェントーン（Wat Xiengthong）】 
1560 セーターテイラート王によって建立された寺院。ラオスの寺院の中で最高の美しさを示すものと言われている。

本堂はルアンプラバン様式と言われる設計になっている。特徴は優雅に、しかも大胆に湾曲した屋根にある。ビエンチ

ャンの寺院より、屋根の傾斜は緩く、幾重にも重なるゼザインが特徴とされる。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ↑寝仏が収められた小さな祠。正面の仏道の裏。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

←本殿背面の壁に施されたモザイク。「黄金の木」。かつて

この場所に立っていたと言われる高さ１６０ｍの大樹が

モチーフになっていると言う。仏教にまつわる物語が描か

れていると言う。質の高い、品格に溢れたものに感じられ

た

↑規模は大きなものではな→

いが、その特徴はよく理解でき

る。美しい姿である。 
控え目で繊細な感情がよく表

れていると感じる。我々にも違

和感のない優美なものとして

受け入れられる 。手前は小さ

な祠の壁面↑

↓小さな祠の背面にも同種のモザイク 

↓小さな祠の入口装飾 
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１９６０年に行われたシーサワンオン王の葬儀で使われた霊柩車が収められている建物。黄金の龍をモチーフにした

霊柩車は葬儀の盛大さを彷彿とさせるものである。 
１９６０年と言えば、つい、近年のことである。フランスの植民地支配が終焉を告げ、インドシナ戦争からベトナム

戦争の内戦の困難な時代背景である。 
１９世紀なかばにフランスはラオスを植民地支配したが、ルアンプラバン王国だけは王国の体制を存続させた。勿論、

王には統治上の権限は与えなかったが。 
終戦直前の僅かの期間、日本軍が支配し、ルアンプラバン王国を独立させる。この独立は第二次大戦の敗戦とともに失

効する。フランスは再び植民地化を開始。臨時人民政府を追放し、ルアンプラバン王国を擁立してラオス王国を成立さ

せ、実効支配した。内戦状態が続く中で１９５３年フランスーラオス友好条約を締結しラオス王国を完全独立させ、ラ

オス王国が国際承認されたが、ラオス自由戦線の抵抗は続いた。１９５４年ジュネーブ条約が締結されたが、履行され

ず、二つの政府の存在が続いた。ようやく１９５７年成立した第一次連合政府も崩壊、内戦へ。１９６２年、第二次連

合政府が成立するも、１０か月で崩壊。１９６４年にはアメリカ軍による解放区への爆撃開始である。ベトナムへの北

爆即、ラオスへの介入である。このような時代背景の中での王の葬儀を重ね合わせて考えるとき、感慨深いものがある。

当時の左派、パテト・ラオの流れを汲む現政権がこのルアンプラバンや宗教をどう扱おうとしたのかとも合わせ考える

と、興味はつきない。今なお、ルアンプラバン近辺の山中に生き残るモン兵士の掃討作戦が展開されることもあるとの

事実を知るにおよんで、世界遺産都市として欧米人ツーリストで賑わう観光地としての現在を重ねあわせる時。・・・・

ラオスが永遠に平和であることを！ 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑王の棺を飾る黄金の龍 

←棺を飾る天蓋 

 

←境内には巨木がよく似合う→ 
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←ワットシェーントーンのサッカリン通り

の反対側の出口を出て階段を降りると、そこ

はメコンの流れ。 
少し上流でナムカーン川と合流する。 
                  → 

 

 
 ツクツクで宿に帰ると、メコンに夕

陽が落ちる頃 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 夜のマーケットの通りと交差する細い通路は食べ物の屋台。 

匂いで充満。インド風カレーが旨いとか。ツーリストの姿も多数。  
 
 
 
 

 

 
 
 今宵はレストラン「ブルーラグーン」

（Blue Lagoon）で夕食。 
スイスのレストランに長年勤めていた

シェフが開いた店とか。マネージャー

も外国人。 
ヤシの庭に適度な照明。野外で心地よ

い席。料理の質、施設の質も優れた西

欧風。その代り、料金も高い。１４万

キップ。起業者は何らかの関係で外個

人。 
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食事を終えて、再び夜のマーケットへ。ルアンプパバーン最後の夜。少し買い物をして徒歩にて宿へ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

←夜のマーケットの灯りの向こう

に、プーシーのライトアップが、こ

の上を間じかに、航空機が舞い降り

る。 
ゲストハウス通りは、統一した手作

りの照明。         → 
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２１．Feb．２００７（水）                       LUANG PRABANG→XIENGKOUANG

 
８：３０    Breakfast ゲストハウスで例の朝食。 
        前もって予約したボート（メコン河の遊舟）で、上流に遡り、酒造りの村、紙すきの村、

織物の村を巡り、パークウー洞窟（Pak Ou）を巡る約２時間余りの船旅である。 
１４：００   昨日は休館日にて見学出来なかった王宮（ルアンプラバン国立博物館）を見学。 
１５：３０   ツクツクにてルアンプラバン空港に向かう。 
１６：３５   Lao Air 機に搭乗。XIENGKOUANG へ向かう。約３０分の飛行時間。 
１７：０５   ＸIENGKOUANG 空港に着陸。 
       ホテルから出迎えの車が来ている。調子のいい若者。これが、荷物の手続きなど、やって

あげると言う。後ほど判ることになるが、これが、ホテルの人間ではない。実はホテルに巣

くう旅行者の人間である。VANSANA HOTEL 着。 
        一旦、チェックインをして、１８：３０からホテルロビーにて先の旅行社の若者と打ち

合わせ。我々の前に同じ場所で、フィンランド人婦人３人と打ち合わせをしていた。 
このフィンランド人は我々と同じ航空便でルアンプラバンから到着したものである。 
この旅行社は９０ドルから１００ドルのツアーを提案してきた。行程はモンVillage ,Jar 平
原 Site１、Site ２、昼食、Site ３、被弾し打ち捨てられたソ連製戦車を廻る。２日目はモ

ンのVillage,タムピウ洞窟（Tham Piu）,昼食、Hot spring 
を廻ると言う。これらのポイントは、市街地からも離れており、ツクツクの乗り入れが禁止

されている。 
旅行社やホテルなどで車をチャーターするしか方法は無い。 
相場からみて、あまりにも高額過ぎる、難色を示し、折衝を続けると、同行者のラオス語

で態度一変、先ほどのフィンランド人グループは２０ドルで同じコースを廻る、これに同乗

するなら２０ドルでＯＫとのこと。 
再検討の要あり。確答は避けて、この提案に乗るなら、後刻、電話することにして電話番

号を控え、ともかく街へ出て、旅行社を探ることとする。 
ホテルに車を用意させ、街へ出る。同乗したのは、フランス料理を食しに行く先ほどのフ

ィンランド人３人、帰宅するくだんの旅行者の人間、我々２人、計５人である。市街地のか

かりで我々２人、旅行社の人間が先に、降車。降車地点近くに旅行社あり。Indochina Travel
社である。１５ドルで同じコースを行くとのこと。明日はこのツアーに乗ることにし、第二

日目はさきの２０ドルのコースを採ることとして、電話連絡。ＯＫ。 
街を巡り、レストランで食事。ホテルへ帰着。ホテルの門限は午後９時。 
ホテルのシャワーが冷水。冷水にてシャンプー。電気温水器のスイッチの入れ忘れ。 
これで、ひと悶着。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲストハウスの張り紙。観光案内。外国への電話の架け方が説明してある。 
赤十字社がマッサージとサウナを経営しているらしい。献血を呼び掛けるポスター。この赤十字のポスターとドウネイ

ション Box はホテル、空港などあらゆるところで見られた。 
メコンの朝。今日の暑さも厳しそう。 
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【メコンを舟で遡る】 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 ↑遊船が終結する船着場。昨日のワットシェントーンの石段を降りたところ 
 
 
 ←メコンの川風が心地よい→ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 最初のメコン河畔のモンの Village。紙すき、織物の村。直売所も。 

Ten Minutes の大声。１０分で舟に戻れとのこと。 
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悠然たるメコンの流れ。少し濁って見えるのは。泥の色彩が溶けていると思われる。濁っているかと言うとそうでは

ない。ましてや有機物の汚染ではない。雨季には水量が増し、水辺の樹木の根が水に隠れる。かなりの水位差。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

【酒つくりの村に上陸】 またしても Fifteen Minutes の声。１５分で舟に帰れとのこと。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米焼酎である。これをラオ・ラオーと称する。なかなかの独特の風味である。このラオ・ラオーをツーリスト向けの

レストランで注文しても、置いていない。これとは別に、ビアラオを作る企業がラオ・ラオーと称して米焼酎を販売し

ているが、これはこの風味の無い、日本のかつての時代の安焼酎である。庶民が好んで口にするようだ。蒸留の方法が

ベニヤ板に手書きしてある。ドラム缶のようなもので、酒を加熱し、その蒸気をドラム缶に窪みのあるフタを乗せた上

から水で冷却して、蓋のうち側に凝結してくる液体を集める方法である。単純明快な方法。 
この方式は他の村でも同じである。風味はそれぞれに異なる。 
３本をお土産に買う。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

人の良さそうなおばさんが酒を売る。瓶はジュースの空きビンとのこと。

（サチの話）。栓は木、ビニールが巻いてある。瓶には竹を細く薄く加工し

たもので美しく装飾されている。この装飾はなかなかの参考になる。 
村のたたずまい。織物を売るショップも。村にはワットも広場もある、大

きな村と見える。 
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 ←船着場と村との間は木製の通路を歩く 
 
 
 船着場で再び舟に帰る→ 

 
 
 【パークウー(Pak Ou)洞窟】に到着 

 
 ルアンプラバンの船着場からメコンを遡ること約２５キロ、メコンがナムウー川と合流する地点にこの洞窟はあ

る。洞窟は２か所ある。日本の「五百羅漢」のような雰囲気で４０００体以上の仏像が置かれている。  
 
 

 

 ←船着場の桟橋。竹の筏。よく工夫されている。急な階段を上ると洞窟。

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ←ナムウー川との合流地点。水の色が

異なる。 
船着場は遊船でヒシメキ状態。→ 
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【王宮（ルアンプラバン国立博物館）】 
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国立博物館は館内写真厳禁。靴を脱ぎ、脱帽して手荷物のすべてを預けて、入館が許される。 
ガイドブックによると、かつて王宮だった建物を利用して王朝時代の歴史を展示した博物館。王族が使用した家具や調度

品、各国使節からの贈答品などが展示されており、当時の繁栄をしのぶことができる。 
建物は１９０９年、王シーサワンオンとその家族の住居として建設された。当時はフランスがラオス全土を植民地支配

していたが、ルアンプラバンだけは「保護領」として形式上の王政を続けさせた。ラオスの王を保護しているとの印象づ

けるためにこの王宮を設計したと言われている。 
１９５９年シーサワンオンの逝去後もその家族が居住していたが、彼らをも巻き込んだ内戦に突入する。１９７５年現

政権（パテト・ラオ）がルアンプラバンを掌握すると、家族は北部に送られ、博物館として開放されることとなった。１

９６７年に旧ソ連の画家が描いた家族の肖像画（優れたものではない）が展示されていることや、日本ゆかりの品が展示

されている、ことなど興味深い。 
皇太子が１９６５年に訪日し現天皇と会見している。これらの時代背景の中での王族の状況を想像するだけでロマンで

ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

ルアンプラバン空港の様子。他では見ることの無かったファーストフード店、Ｓmile  Burger とある。 
壁にはルアンプラバンの観光地図。世界遺産都市ルアンプラバンへようこそとある。白板に手書きの発着表。 
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国花を尾翼にあしらったラオ・エアーに乗り込む。ＭＡ６０のメーカーがどこなのか、未だにわからない。 
ルアンプラバンからビエンチャンまで飛ぶ便、途中でシェンクアンに立ち寄る便。 

 
 
 
 
 
 

  

 ルアンプラバンを離れて シェンクアン上空に入る。赤い直線道路がやた

ら、目に入る。 
明日からこの道路を通ってツアー。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 シェンクアン空港に着陸。居並ぶ空港職員を見ると、何やら、ピョンヤン空港に降り立った雰囲気。 

 
 
 

 

 
 宿に着くと既に落日。 
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２２．Feb．２００７（木）                      XIENGKOUANG 

 
XIENGKOUANG は正しく言うとProvince であって、日本で言えば県にあたる。 
我々が投宿しているのは、ポーンサワン市（phonesavan）である。 
地方行政の中心で市内には Province のオッフィス、軍の司令部、教員養成専門学校などの施設が集中し

ている。 
 
８：００   VANSANA HOTEL で朝食。European style の朝食。快適。 
       ホテルの車で街へ。 
９：００   昨夜、予約した旅行社（Indochina Travel）で手続きし、ツアーの車を待っていると、昨 

夜、ホテルで折衝した旅行社の若者が現れる。Indochina Travelの若者と何やらヒソヒソ話。

ツアー料金はいくらにしたのかのやりとりをしている模様。 
       この旅行社とは友達だと言うが、何か解せない。不審が残る。昨夜の９０ドル～１００ド 

ルの価格設定は何だったのか？ 
       Don’t make a fool of foreign visitor とでも、喚きたい感じ。 
９：１５   ツアー車が旅行社事務所前を出発。オーストラリアからのツーリストなどと同乗。合計９ 

名の満席。他に、運転手とガイドが付く。ガイドの英語が聞き取りにくい。 
 ジャール（Jar 英語ではジャー平原と読むべき、Jar 壺）平原Site 1, Hmong Village(酒
と織物の村)、Site 2、昼食、Site 3、被弾したソ連製戦車を廻って、出発地に帰るコース。 

１４：００  旅行社事務所前に帰着。 
       ＭＡＧの事務所へ行くもClosed。午後４時～８時まで開くとのこと。とりあえずＭＡＧ事

務所隣接の同経営のレストランクレーターでパイナップルシェイクで休憩。美味。 
 市民の市場を見て回る。その後、中国資本が建設したショッピングセンターのような新し

い施設を見学、買い物。 
 オープンを待って、再びＭＡＧ事務所へ。１０ドルのDonation でＴシャツをくれる。 
 街を散歩の後、再びレストランクレーターにて夕食。 

２０：４０  ホテル帰着。 
 
   【ＭＡＧ】イギリスに本部を置き、シェンクアンで活動する不発弾処理専門組織。 
        ＮＧＯである。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

早朝。ホテルのバルコ

ニーから。朝もや。 
樹木は日本の松と同

じ。雀の囀り。 
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↑朝のポーンサワンの街。何かけだるそう。今日も暑い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【ジャール平原（Jar 平原）に入る。】 

 
ジャール平原 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 シェンクアン Province の東部に広がる、低い草（ところによっては低灌木あり）に覆われた広大な平原。３カ所の

小高い丘に、大きなものでは直径 1.5m、高さ 2m にもなる石の巨大な壺が集中して存在する。これら３カ所が Plain of 
jar site 1, site 2, site 3 と呼ばれている。不思議な光景である。 

これらの壺はサムヌア地方にあるものを含めると５００個以上あると言われ、ジャール平原にはその半数以上が有

る。２世紀前後のものとも言われ、これが何であるかは、諸説あるようだ。曰く酒壺、米壺、石棺説である。調査によ

ると、周辺から人骨、土器、石器、鉄器、ガラス玉などが発掘されている。 
このことから、石棺説が有力である。ふたのあるものはほとんどない。ふたのあるものでも中には何も発見なかった。

盗掘にあったのかもしれない。そんなことを考えると我々の感覚には石棺説が納得し易い。 
もともとこの地にあった岩石を掘り抜いたものではない。どこかから小高い丘に運び込まれたものであると言う。資

材と労働力の調達はなど考えると、ミステリアス。 
また、この平原はラオス内戦（ベトナム戦争）時代には Combat field,battle field になったところである。 

空からは、アメリカ軍による爆撃をうけ、悪名高いクラスター爆弾の攻撃にもさらされた。 
今だに、不発弾処理に資金と労力が投入されている。 

 
 

↓サイト１入口の看板 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑MAG(Mines Advisory Group) 
ジャール平原サイト１の不発弾処理計画 
ジャール平原サイト１，２，３、の不発弾処理は UNESCO、ラオＰＤＲツーリスト当局、情報文化省との共同プロジェク

トとして実施されてきた。この不発弾処理のための資金は NZaid が用意した。 
開始時期２００４年１月２６日。完了日時２００４年１０月２９日。処理された数量的データ。地表下まで処理された面積

２４３７９平方Ｍ、外見上処理された面積２２５０００平方Ｍ。植生をカットした面積２１８３２平方Ｍ。発見された不発

弾１２７個を破壊。発見された砲弾の断片など３１８１４個。 
地表に設置した色づけしたコンクリートのマークは処理された区域を示す。白と白の間は地表下まで処理されたところ。赤

で示す区域は地表下まで処理されていない。地表のものだけが処理されたいわゆる外見上処理された区域である。見た目で

クリアーになっているだけ。白の区域に留まる様ＭＡＧは助言する。 

 観光案内看板には、ジャール平原サイト１は２５１ヘクタール。壺の数は３３４個。最大のもの径 2.5M,高さ 2.57M。 
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↑アメリカ軍の爆撃によるクレーター 
看板に爆撃年が書かれている。１９７０ 
↓ ↑MAG の標識。コースに埋

められている 

↑ サイト１の洞窟。天井には外 
← に通じる穴がある。人骨が発見さ

れていることから、ここで火葬され、

壺に埋葬されたとの説がある。 
ベトナム戦争当時は燃料庫や弾薬

庫に使われたと言う。この方が生々

しく現実味がある。 
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 ↑Trench Line の標識。ベトナム戦争当時の塹壕の跡。戦闘場面が地形と重

なり、想像される。パテト・ラオ、モン兵士、アメリカ軍が消耗戦を展開し

たものと思われる。 
ガイドは「モンは誰が兵士なのか分ら無かったとのこと」 
ベトナム戦争当時に絡む説明をしながら、「ここにアメリカ人がいたら気を

悪くしなでくれ」「気にしなくていいよ」との声。 
モン兵士のことを語るのはタブーなのか？「なんでも聞いてくれ」とのこと。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
↑ＭＡＧの白い標識内を歩い

て見学する。通路は踏みならし

て裸地となっている。 
 
 
 
 
 

ジャール平原の様相。従来から低い草で覆われた地域。乾季は干上がっ

た茶色の大地であるが、雨季には緑の草で覆われ、美しい風景が出現する

とのこと。政府はこの地域では畜産の農業を進めている。隣の地域は水も

十分であり水田などの農業が推奨されている。土地利用政策が示されてい

る。 
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【モン village、酒造りの村】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 【サイト２】 
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←丘の下方に水田が見える。１

ヘクタール程度である。谷筋に

あり、天水が集まり、灌漑され

る。天水が無い季節は水稲作が

不可。単純明解。山が終わる地

点で少し自然の窪みが見られ

る。それだけのこと。右は燕を

捕獲するための隠れ小屋。ここ

で日がな、獲物の飛来を待つ。

これまた単純明解な狩猟。→ 

 
 【昼食を採った「レストラン」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

↑政府の公衆衛生啓発ポスター 
蚊に刺されるな。手を洗え。 
熱をかけて調理せよ。 

 
↑レストラン裏。アヒルが。竹の柵のうち側が調理室 

 
 【サイト３へ】 
 

畦を通る。左は石で補強されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木橋を渡ってサイト３へ。 
右は雨季に使用される。これだけの水位差。

 
 
 
 
 
 
 
 

 

水のあるところでは、野菜の栽培がおこなわれる。灌漑は同じやり方。畦を切って田越しに 
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 【サイト３】 
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 【被弾し打ち捨てられたソ連製戦車】 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ベトナム戦争で戦場になり、被弾

し打ち捨てられたソ連製戦車。松

林の樹間から集落が見える。こん

な処が戦場に。そして今、観光の

スポットに。操縦キャビンに被弾

した穴が。見つめるツーリストの

心情は？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
午後２時、再び、街へ

帰る。 

けだるい午後。 
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【新設のマーケット・ショッピングセンターのようなもの】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中国の支援で建設されたものと

か。４階建ての建物にテナント方

式で出店している。テナント料が

いかばかりか、知らないが、一階

はシャッターが閉まっている店が

多い。何故か、吹き抜けが好まれ

るようだ。一階の噴水は水が無い。

エレベターは動いていない。ここ

には食料品は無い。 

 

  

 モン族の衣装も売られている。

周囲にモン族が多いことが推

察できる。化学繊維で色も鮮や

か過ぎるが・・・・ 

 
 
 
 
 
 
 

 

←ここでも大量のタイのＣＤが 
 
 
 
 大量の商品であふれている。

くつ、カバン、バッグを売る

店。アイテムも極めて豊富。

殆どがタイ、中国製品。→ 
支援で建設した商業施設に

自国の製品を大量に送り込

む狡猾さ。 

 
 
 
 
 
 
 
 ←大量の札の印刷物が売られる。折り紙のようにして寺へお供え。 

何故か義歯が売られている。近くの道路際の掘っ立て小屋で足ふみ

式のドリルで治療する歯科診療が行われていた。 

 

 
 
 
 ←建物入口。４～５社が激しくシェア争いそしている。

携帯電話業界。ラオテレコムが最大のようだ。  
 
 
 
 
 

隣接のショッピングセンター。ＣＤ専門店が軒を並べ、自転

車やバイクの店が多い。住み分けされている。  
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↑モン族（らしい）おじさん。この建物で店を出しているとのこと。家族がハノイへ留学中のことが自慢のようだ。

ベトナムへの憧れが感じられる。 

【庶民の食料品のマーケット】の状況をお見せする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

←トリが生体で売ら

れている。バードア

イランドレッドの様

な羽に縞のある、見

るからに旨そうな在

来種である。 

隣接して織物や繊維製品を売る店、バイクの修理、タイヤなど

の店が集まっている。集客施設になっている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サワガニ、ウナギ、カエル、 

タニシの類。新鮮、生きている

 
 

 

←かつては、こうしたモン族の衣装の多くの老

人がこの市場を出入りし、出店もしていたと言

うが、今では、その姿が見られないと言う。 
かろうじて、一人を見つけ、シャッターを押し

た。この市場も間もなく改築されるのだろう、

市民生活の主要な場面から追い出されること

が明白である。 

 
 
 
 
 
 
 

 

←今、露天になっている場所も、

以前は屋根が被っていたと言う。

その下にはモン族の市が立ってい

たとのこと。近く、改修される模

様。少量出荷の食材が並ぶ。右は

漬物。これがなかなか、いける。
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 豊富な野菜類。香りのする野菜が多い。キャベツの荷姿に興味。茎の部分に紐を通し、輪結び。そのまま持ち運び可。

栽培種子は殆ど、中国産。周辺の店で見かけた。  
 
 

 

 ←単品少量を子どもが売る。 

 
 
 
 
 
 

 

←市場裏では工事。排水管か市場改修か 

←奥のものは巨大なネズミ 

 

 

 魚醤などの調味料 
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 【ＭＡＧの Office】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ポスターに書かれている内容 
ジャール平原における貧困との闘い。 

不発弾処理、貧困にとって代わる観光、持続可能なシェンクアンにおける資源管理。

プロジェクトの実施者―ユネスコとＭＡＧ。協力―ラオスのユネスコ委員と情報

文化省、観光所掌当局。資金提供者―ＮＺＡID/UNESCO．実施期間―２００６年

１１月１日～２０１０年１０月３１日。プロジェクトの目的―シェンクアンに於け

るコミュニテイが観光から利益を得ることを可能にすること。（だから、貧困を削減

し、ジャールサイトを保護すること。シェンクアンプロビンスのジャーサイトを含

む７つのジャーサイトの不発弾の処理はこのプロジェクトを構成するものの一つで

ある。不発弾はベトナム戦争時代からほったらかしにされ、重大な汚染とも言える

ものであった。ジャーサイトを安全にすることは地域のコミュニテイやツーリスト

の安全を確保する上で重要なことである。さらに、不発弾処理の活動はラオス政府

の世界遺産申請にとって重要なものとなる。もし、申請が承認されると、ツーリス

トは爆発的に増えるだろう。そうすれば、地域社会にとって、所得の機会を増大さ

せることになる。MAG は、また、２００４年におけるジャール平原の不発弾処理に

も関わってきた。この時には、１７５個を最も訪れる者の多い三つのサイト（約７

０ヘクタール）で発見し、破壊した。 
この今回の前のプロジェクトではＭＡＧとＵＮＥＳＣＯは考古学的不発弾処理の

方法を開発した。鋭い破片にまで打ち砕く方法では、ジャーにダメージを与える可

能性がある。したがって、そのような方法を採らずに、不発弾を安全にする手法を

用いた。ＭＡＧはまた、考古学的な関心についての問題を惹起しないような特別の

掘削方法を採用した。・・・・と書かれているがそれらの方法が如何なるものかは説

明がない。・・・・ 

 

右は悪評高いクラスター爆弾。写真

の下に、子爆弾が分解され横に長く並

べて展示。 

不発弾の種類が分解して展示してあ

る。不発弾処理の状況が写真表示して

あり、英語（聞き取りにくい）とジェ

スチャーで説明してくれる。よく言わ

れるように気の遠くなるような作業。 
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左はドネイションボックス。１

０ドルでここでしか手に入らない

Ｔシャツをくれる。 
１０ドルを投入。Great works. 
Peace forever in Lao from Japan  
Takuji Maekawa と署名。 
右はアメリカ軍による爆撃を示

す。黒いドットは Village の位置

を示す。赤い大きいドットは戦闘

爆撃機の爆撃地点をします。細か

い赤い点々の範囲は B52 による

爆撃を示す。B52 がクラスター。

これを見ると、サイト１，２，３

はまだ、少ない部類に入る。

 

ポーンサワンの街に陽が落ちて、長い一日が終わる。 

 
ＭＡＧのオフィスの隣に、ＭＡＧに所属しているアメリカ人が経営するレストラン

「クレーター」が。 
良質な雰囲気で納得できる料理を出す。ここで夕食。 
その隣はＭＡＧ活動の諸機材の置場。滞在した２日間、この車両が動いた形跡は見

られない。 
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２３．Feb．２００７（金）               XIENGKOUANG→VIENTIANE 

 
７：００    起床。VANSANA HOTEL で朝食。 
８：００    ホテル前からツアー車出発。前日のフィンランド人グループと同乗。計５人のツーリス 

トと運転手、ガイド（一昨日に折衝した旅行社の若者） 
 モンの村、プータイ族の村、タンピウの洞窟、昼食、Hot spring を廻るコース。 

１４：００   ホテル帰着。 
        フィンランド人グループは、即、荷物をまとめ、空港へ。我々より早い便でビエンチャ

ンへ向かう。 
        我々は、昨日ランドリーに出した洗濯物を受け取り、価格について少しトラブルの後、 
       午後４時頃、ホテルの車にて空港へ向かう。 
１７：３５   シェンクアン空港を離陸。 
        機内で水とファーマーズショップ製の果物加工菓子が提供される。約３０分の飛行であ

る。機内には足にギブスをし、点滴のビンを持った病人も同乗。 
        例によってルアンプラバン発ビエンチャン行きの機に途中から搭乗することになる。 
１８：０５   ビンチャアン空港に着陸。 
        空砲には同行者の友人、T さん、Ｍさん（ビエンチャン在住日本人）がホンダアコード

（ジーデル車）で出迎えに。チャンタパンヤホテルまで送っていただく。チェックイン後、

すぐにラオス風焼き肉店で夕食を共にすることにする。 
        Ｔさんの男友達（K さん）も途中から合流。５人でタラフクに牛タンを食し、ラオビア

を１０本。少し飲み過ぎ。 
        ３人と別れ、Ｙさん（ビンチャン在住日本人）の待つ、Bar Jazzy へ出向き、ラオス旅

行の印象などを話す。 
２２：００   ホテル帰着。同行者は自室へ帰る。 
 
 
 【 モンの Village】 

 

 

 ←この地域だけではなく、夫々の集落で全ての農家にこのマークが掲げられてい

る。人口把握や徴税の基礎資料になるのか。  
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豚は首に▽形に組んだ木が装着されており、何処にでもやたらに出入り出来ない工夫がなされている。放牧状態で

あるが、自ずと動線が決まる。優れた工夫である。中国南部の黒豚の系統と思われるが、在来のモノだろう。この豚

は美味だと思われる。バナナ、やし、サトウキビが見られる。 

その他家畜では七面鳥、鶏。 

 この村はベトナム戦争の廃物を生活に利用していることで知られている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村の穀物（米）貯蔵庫。 
砲弾の薬莢が高床の土台に使

われる。半分に縦割りしてあ

る。米はモミで貯蔵 

 

 

左は野菜のプランター。 

右は柱に。 
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 ←何故かフェンス代わりに使われる。保管してあるのか。 

 
 
 
 
 
 
 

 

村の鍛冶屋。フイゴの送風は近代的。 
農機具を制作したのであろうが、この施設が

あるから金属加工によって、したたかな廃物

利用が出来たのではないか 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 村の小学校の風景。 
左は校舎。運動場にはサッカーの

ゴールポスト。 
遊ぶ子供たちの姿。 
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  【プータイ族の村】 

 
 
 

 
糸に撚りをかける。 
右は小さな玉葱を選別する老婆、

１００歳だと言う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

清流が流れる。野菜の洗い場になってい

る。左下は流れが引き込まれ、水車を回し

て発電。丸いタンクの中がジェネレータ

ー。村の電灯をまかなっているとのこと。

優れた工夫。 
流れのある村は何かに付け、恵まれる 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ←ここでも酒造り。蒸留方法は

同じ。  
 
 ↑織物を持って売りに来る。捲きス

カートの裾に使うもの。色使い、デ

ザインとも気に入ったものである。

４００００Ｋだと言う。帰途に立ち

寄る事にしたが、帰路は別のルート。

そのままになった。 

 
 
 
 

 

 
 ←屋根をスレートに張り替え中 

 
 

←鋤と代掻き用具。高床の下には耕運機が。 
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 【タンピウ（Tham Piu）の洞窟】 

 ベトナム戦争当時、アメリカの戦闘機のロケット弾攻撃により、避難生活中の多数の市民が殺戮された洞窟。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平和を希求するラオス人民の記念碑的サ

イトとして、当局により管理されているよう

だ。 
敵を明確にして、平和を求める国家意思の

表明という意味があるのかも・・・このこと

にはあまり触れないことにしよう。 
建物には２名の管理者、入口には子を抱く

女性の象（例によって、芸術性に欠けるのが

残念） 

 
 
 
 
 
 

建物は履き物を脱いで入る。中には下の２枚の絵から始まって、人民軍の戦闘や

悲惨な殺戮の状況、また、洞窟内の生活用品、遺骨などが展示されている。フラシ

ュの光の関係で展示品が鮮明でないのが残念。 
少し、ニュアンスも含めて、忠実に英文に日本語訳を付けてみることにする。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑彼ら（アメリカ軍）の作戦のそれぞれがことごとく、大量の人的被害と屈辱的な敗北をきっすることになり、アメリカ

政府は空軍の攻撃を増加させることに決定した。住民の住居、学校、病院、寺、市民と市民の財産をターゲットにした全

開状態の空襲である。これらの数えきれない空襲によって、米軍の戦闘機の攻撃にさらされ、数秒間で３７４の生命が全

滅させられたタンピウ洞窟は永遠に記憶されることとなる。死んだ者はこの洞窟周辺の異なる村に住んでいた農民であっ

た。彼らは、この洞窟はアメリカの空爆から逃れるための最後の避難場所として希望を持ってここに来た。これらの空襲

は１１月２４日に実行された。 
１１月２４日はラオスの「追悼の日」・・忘れない日と訳するのが適当か（訳者）・・として宣言された。 
我々は戦争に対するわれわれの憎悪感を（戦争を忌み嫌い平和を希求する気持ち・・・前川註）表現する儀式によって

この日を印するものである。 
彼らの魂は我々の国民の解放を生み出し、輝ける未来のために我々の母国を守ることになった。彼らに対して深い祈り

を捧げるものである。・・・そのことを抱きしめて彼らは死んだの意味。・・・訳者註。 
この絵は１９６８年１１月２４日、アメリカ空軍の２機の戦闘機によって３７４人が殺戮された。その時の生存者のイ

ンタビューから描かれたものである。 
 
・・・抑揚を抑えた、事実に基づいたハードボイルドな名文であるだけに、心にせまるものがある。・・・ 
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１９６４年以降も、平和と独立に対するラオス人民の運動を無視して、アメリカ政府とその追従者は引き続いて、多く

の軍事作戦をタイとラオス王国軍と連携させながら、しかも直接的にアメリカ陸軍の将兵の指揮のもとに、彼らの戦争の

エスカレイションを強化した。そしてアメリカ空軍はこれらの作戦を全面的に空から支援した。 
シェンクアンプロビンスにおいては、三つの「完全に破壊する作戦」が完全殺戮、破壊と絶滅の任務を負って実施され

た。 
この戦略・戦術は我々の愛国的運動と決意と勇敢さをもって敵と戦った人民によって完全に打ちのめされた。 
我々の苦しい戦いは党（人民革命党―共産党）中央委員会の導きを受けた。そして、シェンクアンプロビンスの場合に

おいては、同志 SAMANE  VIAKET の指揮のもとに戦われた。アメリカ陸軍の指導のもとに繰り返される攻撃にも拘わ

らず、解放区（Liberated Zone）は単に抵抗するにとどまらず、その区域を拡大させた。 
これは我々を殲滅するとする彼らの戦略を打ち砕いたことの証明である。 

・ ・・・此処に来て、英文は抑揚を抑えきれない、感情の高ぶったものになっている・・・・・ 
 
 
このことについて、政府の意思表明に拘わらず、ラオス国民が如何なる感情で受け入れているのかが、興味あるところで

あるが、日本の我々の世代がベトナム戦争について持つ感覚とはいささか異なるアッケラカンとしたところがあることを

後日に痛感するはめにあうことになる。 
 我々の世代が広島・長崎について持つ感情と同じ感情をベトナム戦争と国の悲劇について、抱いているかに見える。広

島の原爆記念碑に刻まれている「安らかにお眠りください。あやまちは繰り返しませんから」との文章に象徴されるよう

な、曖昧模糊たる平和概念。それに似たようなところがあることを感じる。 
 独占資本と軍国主義にアメリカがとって代わっただけで価値観の転換がない日本と、Ｐ．Ｄ．Ｒを樹立した国の国民で

ある。自ずから、違う筈である。 
 タンピウ洞窟からの帰り道、サバイデイと挨拶を交わした女性の集団はラオス人であった筈だ。 
 それがラオス人であろうが無かろうが、ラオス人であったと信じたい。供養のロウソクを置いたのはラオス人と信じた

いのだ。 
 この地が少なくとも、追悼の地になっていることを信じたいのだ。人民軍歴史博物館やカイソーン博物館ではラオス人

は皆無の入館であったことと比較して。・・・・・・・・・ 
・

展示写真や物品の一部を紹介することとする。 
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撃墜された敵機の破

片か、アルミニウム

で敵機の形に作られ

た櫛。     →

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人民軍歴史博物館やカイソーン博物館に展示されていたものと重複する写真もあり、またフラッシュの都合で画像が

鮮明ではないが、説明文の一部を紹介する。 
 
・ 同志○○と○○は敵の動向を聴き、抵抗活動を準備するため、シェンクアンプロビンスを訪問した。 
・ アメリカの爆弾で傷つけられた僧や修行僧。多くの寺はアメリカの爆撃によって破壊された。 
・ ラオス人民軍はシェンクアンのジャール平原の洞窟で活動している 
・ シェンクアンプロビンスにおけるアメリカ軍の空襲によってできたクレーター 
・ 軍の士官○○がアメリカ軍機を３発の銃弾で撃った。シェンクアンプロビンス 

などである。 

 
 
 
 
 
 

黒い穴が開く。入口の高さ約３Ｍ。奥行き２㌖とも５㌖とも言うが、よく判らない。夜は光が漏れるため、ロウソク

の灯も使えない。 
生活に必要なものは、なんでも揃えた。子どもたちに読み書きを教えた。病院の施設も揃えたとのこと。大規模な避

難生活であったことが判る。左は放置された板きれであるが何故か、クロスに見える。水はこの洞窟から地下水脈に

なって大量が流れ出していた。現在は水路で引かれ、農業用水などに使われている。先に見た流れのある集落のよう

に、周辺の山は水源になっているようだ。ただし、この水は飲料にならない。 

 
 
 
 
 
 
 

 

←供養のロウソクが入口の石に無造作に置かれている。 
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←洞窟入り口から空を仰ぐ。この方

向からジェット戦闘機が低空で侵

入。ロケット弾攻撃。容易に照準を

合わせやすい位置だ。 

入口から下方を望む。写真左上方の

赤い屋根が管理施設。   → 

←入口を振り返る位置から

撮影。後ろに見えるコンクリ

ートの溝は水路。 
洞窟の地下から流れ出す豊

富な水。ラオス人女性のグル

ープがサバイデイの挨拶を

かわす。 

 

洞窟入り口まではかなり

の傾斜の細い道が約３００

m 続く。 
青い札が見えるのは、犠牲

者が発見された箇所。人数が

書いてある。点々と青い札。

逃げ惑う姿が想像される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洞窟を離れ、チョットした街で車を停め、昼食。 
政府関係の出先もあり、ムアンクーンの街と思われる。そうなら、シェンクアンプロビンスの旧県庁所在地である。

メニューも複数あり、ライスに豚肉の生姜炒めをかけてものを食する。これがなかなか行ける味。米も日本風で飯の

感覚。 
フィンランド人グループとテーブルを囲んで、少し、お互いのことを話し、会話。 
６０歳近いと思われる婦人はＦＡＯの職員で４年、ビエンチャン在住とか。彼女がチリのＦＡＯ関係の知り合いと

フィンランドの従妹を呼んで旅行中とのこと。ビエンチャン在住のＦＡＯ職員は２年前、国際会議に出席するため、

京都を訪れたとのこと。京都の国際会議場で開催された農村婦人や生活改善などに関する国際会議とのこと。京都の

観光ツアーにも参加し、エンジョイした。夏の京都は周囲が山に囲まれた地形のため、暑かった話題など。同行者が

ビンチャン在住で農村婦人を対象に繊維の技術について訓練していること。当方が府県の農村開発、農林漁業、畜産

を担当する職員であったことなどを紹介すると。それで、ラオス語を話すのかと納得。 
同じ分野の仕事で、親近感が増したようだ。同じ行程で、本日シェンクアンからビエンチャンに行くとのこと。 

旅行社に追い立てられるようにして、次のポイントへ移動。 
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 【ホットスプリング】 

 
  ここにも二人の村人が入場券をもぎる。・・・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

写真のコンクリートで囲まれているのが泉源。硫黄の匂いもする。確かに熱い。５０度位。 
川に垂れ流し。麦わら帽子の女性が浸かっている箇所が適温。女性は日本からのツーリスト。 
彼女とはシェンクアン空港で再会。同じ便でビンチャンへ。川には、河床の石で堰き止めが。子どもたちが水遊び。

のんびり。近くに、オーストラリア援助のツーリストの休憩施設のような建物があるが、利用された形跡なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【シェンクアン空港】 

ホテルに帰着。VANSANA ホテルはラオス各地に展開する外国人ツーリスト向けのホテル。 
高台にある新築のホテルである。その下方には貧困（ごく普通の住居）が。ポールはフラッグ用。 
玄関の温度計は３０度近くそ示す。今日も暑かった。 
フロントでは同行者がランドリーの料金を巡って、従業員とやりとりしている最中。 
１万Ｋで引き受けたものが３万Ｋを請求されたとか、アイロンがかけられていなかったとか。 
フィンランド人グループは先に空港へ。 
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ラオエアーのポスター。路線図・オッフィ

ス所在地。バンコクにもあるが例の場所。

ベトナム航空が乗り入れている。 

中央政府要人の顔写真。サチによると何処

にでも掲示されているとか。この感覚は理

解に苦しい。 

 

待合室の風景 

 

 

 
 
 
 
 
 

白紙に手書きの発着表 

 
 
 
 

赤十字社の活動ＰＲとドネイション

ボックス。         → 

 

 

←２００６のワールドカップ

出場各国のイレブン 

 

搭乗手続きカウンター → 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

またしても同型機現る。記念に撮っておこう。もしかして Lao Air の保有機は単

数？そんなこともなかろうが、使い回しのピストンかと思える。信頼性の極めて高

い機体と言うことにしておこう。機はシェンクアンの大地を離陸、「大都会」ビエン

チャンを再び、眼下に見る。ビエンチャン空港に着陸。４０分の飛行。 
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ビエンチャン空港で、同行者の知り合いであるT さん（ラオス人）と「Ｍ」さん（ビエンチャン在住日本人）の出迎

えを受け、投宿するチャンタパンヤホテルに送られる。チェックイン後、ラオス風焼き肉店で食事をともにする。 
ジンギスカン鍋のひさしの部分の彫りこみが深く、ここに薄味のたれを流し込み、野菜を煮る、ハットの部分で肉を焼

く方式のものである。 
牛肉を注文、このタンがなかなかの美味。日本で言うタンより小ぶりのものであるが、旨い。モンの村でよく見た、

小型の牛のものではないかと思われる。何回もお変わりをすることに。 
最初、「Ｍ」さんが会話をリードしたが、途中から T さんの男友達 K さんが同席することに。男友達と言うが事実上、

生活を共にしている風である。 
かれは、Lao Telecom の職員であるようだ。T さんは地元の大学を終えて、ラオス郵政省（ラオポスト）の建築関係

の技術職員ということ。日本語も少し勉強を始めていると言う。 
いわば、ラオスの知識人階層の二人である。彼らのものの考え方などが垣間見え、大変、興味深い会食になった。 
ラオビア１０本を空にすることになる。 
話のはずみで彼が「お父さんがラオスで事業を始めるときには、お手伝いしますよ」の発言があった。すかさず、「そ

れは、ラオス人自身が業をおこすべきである」「苦難の歴史を思うとき、ラオス人自身が繁栄する権利がある」旨の発

言をすると、何故か、男性が気色ばんだのが印象的であった。何故なのか、未だにわからない。 
「もしものこと、その時にはのことを言っているのですよ」と「Ｍ」さんがことばを遮ったので、それ以上の会話に

ならずに終わったが、T さんがポツリと「日本の広島とおなじですよ」の意味の発言をした。 
この二人に明日はタイ国境まで車で送ってもらい、お土産まで持たせてもらうことになる。 
車には、彼ら二人が育てている里子も同乗していた。 
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１８：００  HONG KHAI 駅でHONG KHAI 発BANGKOK 行列車に乗り込む。 

本日を最後に、農村社会から離れる。ここで、農村の印象を少し、包括的に補完しておきたいと思う。 
高床式の農家の居宅。床下や居宅周辺に鶏、アヒル、七面長、ハト、豚などのバラエテイーに富んだ中小家畜、 
さらにバナナ、やし、サトウキビの食用植物、場合によっては綿の木などの工芸作物や自給用野菜作。こうした農家が５

～６家族から大きな場合でも２０家族までが集落を形成している。その集落の周辺には水田が広がっている。集落規模の

大小は水が確保できる耕作可能な水田面積の大小によって決定さている。と言うのが一般的な農村集落形成であり、これ

が地域農業の生産の基礎的な単位になっている。 
効率的な水利用が必要とされる水稲作を基本とした農業生産は他と無関係に個別経営が存立できない。 
バンビエンからルアンプラバンにかけての山の地域は山での狩猟や採集、焼き畑のバナナなどの水を要しない畑作が中

心になるところから少数点在の集落形成になるのだろう。実際、単独で住まいする住居もみた。 
水田作を中心とする集落には必然的に共同体としての機能が出現する。灌漑水路の管理、共同利用の穀物貯蔵倉庫、村

人総出の農家の建築の様子、田越しの灌漑方式、牛を買う者と水稲作を行う者の相互補完関係などが見られた。田植えや

収穫作業など労働力が集中して必要な生産過程では労力調整機能があるのかな？雨季の農村もみてみたいものだ。 
（土地の所有権や耕作権が如何なものか、中世から近世にかけての王国の繁栄を支えた産業は何であったのか、その徴税

方法は、地主制は存在したのか、今、国家がどんな形でかかわっているのか、農業の集団化を図ろうとしたことがあるや

に聞くが・・・これが重要なところだが、確かめられなかった。ＦＡＯのおばさんなら知っていたかも知れない。） 
農業の生産性の確保のためには、個別経営の競争原理を基本として、不合理な生産過程は協同化・集団化が基本と思う。

酒造りや織物は原始において、各農家で自給的に行われていたものと思われるが、我々の感覚から言えば微少のもので

あっても、施設投資には、其れなりの資本蓄積が必要であるし、知識・工夫する能力などが必要なところから、分化して

村の中において業として発展したのかも知れない。 
我々が見た酒造りのビレッジ、織物のビレッジ、紙すきのビレッジなどはそれらが、ツーリズムと結びついて、これを

ビジネスチャンスとして活かすことによって、一層発展したものと考えられる。 
こうした村に於いては、この経済活動から取り残された農家もあるように見た（単にそれらの者の住居が他と比較して

粗末な事からの想像にしか過ぎないが）。こうして、観光地周辺では所得を求めてサービス業へ就労する農家婦人が出現

していることなどもあり、同質的は農村集落のあり方が少しずつ変化を見せている。 
おおげさに言えば、農民層の分解現象の始まりである。違う言葉で言えば競争原理の導入の始まりである。 
逆に言えば、農業生産の場面においても、観光スポット周辺では小規模ながら商品生産農業の条件が生じている。その

萌芽がみられる。（コーヒー生産は南部地域であるようだ。これも一度見てみたい） 
集落が協同して（共同と協同は大きな意味のちがいがある）これらの農業生産ができないのか？と思う。 
中国の二の舞は踏む必要がない。ＬａｏＰ．Ｄ．Ｒ．である。中央政府の理念に基づいた指導性とそれを受け止めて展

開する起業精神旺盛なオルガナイザーが求められる。人材育成が極めて重要な課題と感じられる。 
農家住居周辺の畜産は驚愕に値する。多様な品目。そのすべてが在来種。いかにも粗食に耐え、病気には強そうな、し

かも食味は優れていると感じられる。豚の三角形の首輪の発想は優れた飼養管理方法である。 
放し飼いにしながら、家畜の動線管理ができるなんて。しかし、生産性観点からは目を覆うばかりである。しかし、商

品価値競争力観点からは付加価値になる。負けないものである。商品化する仕組みを作る能力があるかないかが問われる。

マーケッテイングとそれに対応する生産体制の確立である。 
この地域は飢えることのない地域であるとの印象が強い。かつて、ベトナム戦争当時、しきりにメデイアに流された映像

に、北ベトナム軍の自転車部隊が荷台に糧末を振り分け荷物にして、南の前線に向かって、ホーチミンルートを南下する

様子が映し出されていたものだ。この糧末が自発的に解放軍に対する支援の証しとして提供されたものか、地域の農村集

落から略奪したものかが議論になったことを思い出す。 
アメリカ当局筋からは「北ベトナム軍は力で村々を共産化し、食料を略奪して、住民は飢えに苦しんでいる。」趣旨の

喧伝がなされたものだ。事実、アメリカ軍当局はこの地域の農業生産力をミス判断していたのかも知れない。しかし、今

認識するに、労働生産性観点からは、議論にもならないにしても、この農業生産体制は土地生産性においては、相当のも

のであることが理解できる。全ての農村地域で十分満たされているといえないにしても、地域によっては、自らの穀物を

自給した上で、相当の余剰が出る筈である。 
少々の状況変化では崩壊する農業ではないと感じる。しぶとく生き残る農業である。 

解せないことがある。それは水である。石灰岩の山が保水して豊かに流れだす地域は別にしても、乾季には十分な水が確

保するのが難しい筈である。保水力を十分に有する森林にも見えないし、ましてや山に雪を抱える地域ではない。数百年

にわたって農民的知恵（技術）の蓄積がなされている（と見える）。そのように農業をやって来ているにも拘らず、水に

ついては自然のなすがままとも言える状況である。それは、乾季にも水の流れる村落に於いても効率よく利用されている

とは思えない。雨季の水はメコンが海へ運ぶだけである。人の手がかけられたファームポンド（日本のため池）のような

ものを目にしたことは無かった。資本蓄積の脆弱性によるものか、土地の所有形態によるものか、他の理由によるものか、

よく理解できない。ナムソン河には豊富な水量がある。雨季には有り余る水がある。灌漑施設を整備して水の確保をはか

ること。そして、その有効利用を図ること。これだけの蓄積された地域農業の生産体制がある中へ水が導入されると、そ

れだけで地域農業は穀物などの土地利用型作物の土地生産性の増大に留まらず、商品生産農業への多様化を伴いながら飛

躍的その生産力を拡大するものと思える。加えて、一層の生産体制の再編とマーケテイング（都市部への人口集中の始ま

りと道路などのインフラ整備とを見ると、その条件は生まれている）とそれを実現する起業精神に富んだオルガナイザイ

ーが地域のラオス人の中から出現することである。 
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２４．Feb．２００７（土）                  VIENTIANE→AYUTTHAYA 

 
８：００   起床。チャンタパンヤホテル。朝食。メニューから注文方式。昨夜の痛飲でいささか宿酔

いぎみ。食欲なし。 
９：００   ホテルを出て、同行者のバイクの後に乗って、Ｐさん宅へ向かう。 
       途中のガソリンスタンドで給油。リッター日本円換算で７０円～８０円。 
       新しいＧＳは、日本と同じ、飲み物があり、トイレがあり、休憩できる。 
       舗装道路を走ること約４０分。 
１０：００  Ｐさん宅に到着。 
       父母、兄弟、子供が出迎えてくれる。 
       中華正月に使う菓子、ビアラオ、焼き魚（市民のマーケットでよく売られているテラピア

の塩味の焼き魚・・この村の食料品を売る店で魚を扱っているようだ）、モチ米の蒸したもの、

ソンム（生ハムのような酸っぱい豚の加工品、ビールによく合う）でもてなし。食べるよう

勧められるも宿酔いにて食欲なし。 
       ビエンチャン郊外とも言える静かな集落の中。瀟洒な建物。ラオスでは水準以上の住居。 
       小学校（本日は土曜日で休み）の横に住居がある。 
       近くに川があり、舟遊びが住民のリクレーションになっている模様。ビールを持ち込み、

魚釣りなどをして遊ぶのが楽しみとのこと。日本に留学中の娘が日本語がうまくなるまでが

んばらなきゃ。 
       父は軍に勤めている。本日は土曜日で休日とのこと。 
       子供たちが多く、誰彼の子供の区別なく、庭先で遊んでいる。家の中にも入っている。 
１０：４５  Ｐさん宅においとまする。 
       市内へ帰る途中、カイソーン博物館に立ち寄るが、１２時を少し過ぎており、Closed。 
       昼休みに入っている。２時から再開。 
       ひとまず、市内へ入り。タラートサオ（ラオス最大のショッピングセンター）へ寄る。 
       初日に見た壁掛けがここにあるとのことで探すが、見つからず。生鮮食料品以外のあらゆ

る商品が扱われている。食堂もある。市民や外国人ツーリストで賑わっている。 
       目的とするものが無く、市内の元の店に戻り購入。値下げ交渉にも拘わらず値切れず約２

０ドルで手を打つ。 
       コンビニ風の新しいタイプの店に入り、お土産を買う。店主はアメリカ人、このような新

しい起業は殆ど外国人の手によること多い。ラオスコーヒーをオーガニックと言ってしきり

に推奨していた。来週には日本に行って、スーパーマーケットと取引の交渉をするとか。 
１４：００  カイソーン博物館に入館。 

入館者誰もなし。守衛、切符のもぎり、館内の管理者などすべて手持無沙汰。館内はクー

ラーも無く、扇風機も回っていない。この暑さには閉口。落ち着いて見られない。 
       館内は写真厳禁。カバンを預けて館内を見ることになる。 
       王国時代のものも展示されており、古代から今日までの歴史が判るようになっている。が、

中心はカイソーン元大統領の偉業を称える展示が中心。元大統領の生家の産声を上げた部屋

が再現して展示してあるなど、個人崇拝の色合いが強いのが気になる。 
       ラオス共産党創立２５周年を記念して２０００年の建国記念日にリニューアルオープンし

たと言う。 
１６：１５  T さんと例の男性(K さん)が里子として育てている子供も乗せて、ホンダアコードでホテ

ルに迎えに来てくれる。国境の町まで送るためである。 
       出国手続きをして国境を超え、バスでタイ・ラオス友好橋を渡り、入国審査の後、タイへ

入国。ツクツクでタイ人と同乗して夜行列車始発のHONKHAI 駅へ。 
１８：００  HONG KHAI 駅でHONG KHAI 発BANGKOK 行列車に乗り込む。 

 82



       約２０車両を連結している。車両のクラス分けが明確になっている。我々のクーラー付き

２名コンパートメント車両は機関車のすぐ後ろ、このクラスの車両は１両のみ。続いてファ

ンの３段ベッド。クーラーの普通車、ファンの普通車、の順である。食堂車も連結。 
       食事はコンパートメントまで運んでくれる。フライドライス、コーヒー、ビールで１００

０程度。日本の駅弁と比較してもそれほど安価ではない。 
       定刻、１８：２０を約３０分遅れで出発。 
       ＡＹＵＴＴＨＡＹＡは明朝、４時過ぎ到着予定。 
       夜９時頃、ベッドをセットに来る。眠りに入るが寝られない。禁煙だが、コンパートメン

トを出て、車両の乗降ドアの近くで喫えとのこと。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【カイソーン博物館】 
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【出国手続き風景】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  【タイ入国審査を待つ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
  【HONG KHAI Station】 
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２５．Feb．２００７（日）                                    AYUTTHAYA 

 
４：５０  定刻より少し遅れてアユタヤ駅着。乗務員がコンパートメントまで到着を案内にくる。 
      降車したのは我々と２人の外国人ツーリストのグループのみ。駅には数人の乗客が。 
      早暁、暗闇の中の到着である。宿泊が確保できていなかった為、宿探しから始めることとす

る。駅にはこの時間でも２台のツクツクが・・・ 
駅にはホテルのインフォメイションは無い。駅員は英語が話せる。ホテル探しの方法を聞く

と、ツクツクの運転手を紹介。 
一旦断って、案内書を見て、電話をかける。が、早暁のため、まともに電話に出ず。応答が

あっても、満室とのこと。結局、駅員紹介のツクツクで宿探しにでる。 
５か所を廻り、６か所目で、クーラー、トイレ、ツーベッドの部屋が空いているとのこと、

しかしシャワーは水。 
初、日本人経営のゲストハウスへ、満室、空部屋がでるかどうかはチェックアウト時間以

降でないとわからないとの対応。近くのゲストハウスを訪ねるが満室ばかり。高級ホテルなら

空部屋があるとの想定のもとに訪れるが、タイ人観光客で満室とのこと。 
土日のアユタヤはいつもこんな状態らしい。 
ツクツク運転手の知っているゲストハウスへ行く、上質なゲストハウスで、クーラー、トイ

レ、温水シャワーの部屋が空いているとのこと、部屋を見るとワンベッドである。そんな経過

があって、結局、前述の水シャワーのゲストハウスをとりあえず確保して、一休みの後、チェ

ックアウト時間を待って、再度、適当な宿を探すことにする。 
ツクツクは４０Ｂで乗ったが、走行距離、時間を勘案して、追加料金は？と聞くと。おまか

せとのこと、１００Ｂ渡すと、感謝の言葉あり。以外に信頼できる運転手である。 
水シャワーで夜行列車の汗を流し、１１時頃まで、眠ることとする。 

１１：００ 荷物を置いて、宿を出発。まず、少なくとも温水シャワーの部屋をさがすこととする。 
      例の日本人経営のゲストハウスへ向かう。良質な部屋が空いているが、クーラーが無い。 
      クーラー付きのゲストハウスの紹介を受ける。また、午後４時からの船のツアーを紹介され、

これに参加することを決定。３カ所のワットを舟で回って、夜のマーケットで下船するツアー

とのこと。紹介されたゲストハウス、これも満室。 
      アユタヤホテル（中国系の高級ホテル）に空室があるとのこと。 
      訪ねると本館の他にゲストハウス並の安宿が別館としてある。これも空室ありとのこと。 
      ここを確保した。冷水シャワーとの価格差５０Ｂ。それなりにバランスのとれた価格設定。 
１２：００ アユタヤホテル近くのデパートへ。カメラ用メモリーチップを購入するためと両替のためで

ある。日曜日で買い物を楽しむ市民で混雑。両替の銀行は日曜日で閉店。遠方の大きな商業施

設（Lotus）では開いているとのこと。 
      Lotus→２か所のワットを見学（ワットマハタート、ワット・プラ・シー・サンペト）→冷

水シャワーの安宿を引き上げ→新たに確保したアユタヤホテル別館に移動→午後４時からのツ

アーに参加→夕食の順のコースで今日一日の行動計画とする。 
      両替の銀行窓口は混雑のためＡＴＭ機でＶＩＳA カードからバーツへ現金化。 
      レートは少し悪い、手数料がかかるがいとも簡単に現金化できる。カードを挿入、暗証暗号、

希望のバーツ金額を打ち込むだけ。町中のいたるところにＡＴＭ機。ラオスではビンチャンに

１か所のみとのこと。  
 
 
 
 

 86



 
 
 
 
 
 
 

アユタヤーはバンコクから北へ約８０Km、チャオプラヤー川とその支流に囲まれた中州の街である。縦横に運河。 
１３５０年から４１７年間にわたり、アユタヤー王国が歴史を刻んだ。１７世紀にはペルシャやヨーロッパ諸国とも外

交関係を結んだ国際都市。度重なるビルマとの戦いを経て、１７６７年に陥落し、建造物の多くは徹底的に破壊しつくさ

れた。町のいたるところに破壊された仏塔の遺跡が見られる。日本との関係も深く、１６～１７世紀にアジア近隣諸国を

はじめヨーロッパからも商人が集まってきた。アユタヤー王はこれら外個人に住居を与え、町の建設を許可する。こうし

て出来た街の一つが日本人町。徳川家康の時代には御朱印船貿易で栄え、８００～３０００人の日本人が住んでいたと言

われる。その頭領が山田長政。 

  【ワット・マハタート Wat Mahathat】 

 高さ４４m の仏塔があったと言われるが破壊された。木の根に取り込まれてしまった仏像、壊された仏塔のレンガ積み、

頭部を落とされた仏像が残されている。圧倒的な量感で迫る。仏塔はレンガを積み、漆喰で表装して作られるもののようだ。 
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【ワット・プラ・シー・サンペット Ｗａｔ Ｐｈra Sri Sanphet】 
バンコクのワットプラケオに相当する王室の守護寺院。ビルマの侵略により破壊されたが三人の王の遺骨が納めれられ

る３基の仏塔が残った。 
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 ワットプラシーサンペトに隣接してウイハーンプラモンコンボピットがある。高さ１７ｍのボ

ピット仏を本尊とする寺院とか。この寺院もビルマ軍に破壊されたが、ラーマ５世が再建し、１

９５６年にはビルマからの支援も受けて礼拝堂が復元されたという。白と赤が基調の外観。 

 
 
 
 
 この周囲一帯は大観光スポットとなっており、内外からの見学者が絶えない。写真右側の通路には土産物店が軒を並

べ、しつこい物売りで、マトモニ歩けない状態。インチキもある。  
 
 
 
 
 ←街中には観光用の象のライデイング 
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 【ボートによるツアー】三つの寺を川面から見て、船着場から境内に上がる。 

 
 
 
 ←河や運河は重要な輸送路。砂利を満載した巨大なはしけがタ

グボートに引かれる。これが頻繁に運行されている。  
 
 
 
 
 
 
  【ワット・パナン・チューン】中国系タイ人の信仰を集める寺院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 【ワットブッダイサワン】 
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 【ワットチャイワッタナーラーム】 
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２６．Feb．２００７（月）           AYUTTHAYA→BANGKOK→KANSAI A.P. 

 
８：００   起床。宿を発つ。 
       近くの写真機店でカメラのメモリーを購入。昨日のワットプラシサンペットの土産物店で

買ったメモリーは不良品。 
       そのあと、チャオサンプラヤー国立博物館を見学し列車でバンコクに行き、ジムトンプソ

ンの家で買い物をする。バンコク国際空港を２３：００に発ち、帰国の途に就く予定である。 
       長い旅も本日で終わりを告げ、関西空港に明朝到着する。 
       ツクツクにてチャオサンプラヤー博物館に着くが、何か様子が違う。 
       本日は月曜日で休館とのこと。見ごたえのある博物館であるため、じっくり見学するつも

りが、残念。もう一方のチャンタラカセーム宮殿（国立博物館）も同じく、月曜日休館との

こと。 
       仕方なく、アユタヤー歴史研究センターを見ることとする。 
９：００   歴史研究センターへ着く。朝早くて、展示室も鍵が開けられていない状態。我々の入館を

待って、空調のスイッチが入れられる。 
       １９９０年８月、王の還暦を記念して、日本援助により建設されたもの。ふんだんに模型

を使ったり、映像で見せるなど、日本好みの展示手法で「王都」「港湾都市」「統治」「タイの

生活」 などが解説されているが、残念ながら見るべきものは無い。次いで時間に余裕があ

るため、「日本人村」を訪れる。 
       アユタヤー歴史研究センターの別館としての位置づけの建物（これも見るべきものは無い）

や日本庭園、併せて「山田家」（やまだや）と称する土産物店が商売をやっているが、この性

格がよくわからない。 
       日本人ツアーの観光コースになっているのかＨＩＳのツアーバスが立ち寄っている。 
１１：００  ホテルに戻り、荷物をまとめて、ツクツクにてアユタヤー駅へ。 
       １２：１７発の列車が遅れ、本来は次の列車が、繰り上がって到着する。 
       １２：４０に発車しバンコクファランボーン駅に１４：３０頃到着。 
       駅の手荷物預かり所に荷物を預け、少し軽食を買って、駅待合所にて昼食。 
       タクシーでジムトンプソンの家へ行く。 
       １６：２５分から日本語で案内される。ジムトンプソンはブランドになっており、タイシ

ルクを使った良質製品がショップに並べられている。少しお土産を購入。 
       ジムトンプソンが居住したタイ風のハウスはバンコクの街中では他を圧する落ち着いた異

空間となっている。欧米人ツーリストが多数訪れている。 
１８：００  アセアンの会議の際、小泉も訪れたと言うソンブーン建興酒店にツクツクにて行き、上海

カニ、シャコ、ビールで夕食。 
２１：３０  バンコク国際空港に到着（タクシー） 
       手続きして搭乗。２３時離陸。明朝６時ころ、関西国際空港到着予定。 
       
   【アユタヤ歴史研究センター】 
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 【アユタヤ日本人村・歴史研究センター別館】 
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 【アユタヤー街中】 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

ツクツクが次第に減少しているようだ。タクシーにとって代わられているとか。凄まじい走り方が普通。 

 
 
 
 
 
 
 

 

アユタヤーの街。かなり広い通りがバイクの駐車で一杯の状態。月曜日であるがこの通りの歩道に屋台がのきを連

ねる。人でごった返している。バアさんがココナッツミルク様のものを焼いて売っている。これがなかなかいける。

３０ケほどが１０Ｂ。いい稼ぎになる。この町の雰囲気はどこか、ローマの裏町にている。喧噪と雑踏、暑さとタイ

語、雑然としていて、にもかかわらず何かルールに基づいた人の動き、ギスギスしない。好感の持てる活気。 
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 【真昼のアユタヤー駅】 

 
 
英語の案内は全くない。タイ人の動きをみて外国人ツーリストは動く。ホームは一線だけ。線路から直接乗り込むことになる。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【車窓風景】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅前の食べ物の屋台。同行者が焼き飯を買ってきた。安くて旨い。駅に向かっ

てくる中国系タイ人 

 

僧侶のための優先席。 
使うなの表示。車内販売のお

ばさん 

 

耕作放棄されたと思える広大な農地が広がる。ここよりバンコクに近づくにつれて、こうした土地に工場進出が見ら

れるようになる。 
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 【バンコク・ファランボン駅に到着】 
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ファランボン駅は本線から少し入りこんだ袋小路。上野駅の様な終着駅の雰囲気。

田舎町の駅（バンコクへ 1 時間程度）駅前風景は日本と変わらず。広場にバス。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ジムトンプソンがかつて住居としていた家。チーク材を使って建てられた古いタイ伝統様式の家屋６軒分を使い、組

み立てなおして作られた。展示されている武術品は見るべきものが多い。古美術の発掘欲は並大抵のもではないと言わ

れる。都心とは思えない静けさ。バンコクの異空間である。 

ジムトンプソンの家 
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【後記】 
thai—lao２週間余の印象に残る旅であった。 
旅行中、見聞きしたことについて、その印象を映像を交えながら、思い着くままに記したものである。 
貧弱なこの地域に対する知識、加えて脆弱な洞察力である。 
十分なものにはならなかったこと、折角の機会であったのに残念である。 
印象記と言いながら、場合よっては、断言的に言い切っている部分がある。ご批判の上、ご教示いただければ幸いである。

なお、まがりなりにも、自分なりの印象をイメージとして形成出来たのは、現地語をあやつり、現地実情に通じる同行者、

バンコク在住の家族に負うところが大きい。感謝申し上げる。 
 

February ２００７ Takuji Maekawa 
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【参考】Vientiane  Times の紙面より 

Vientiane 滞在中の２日間の（一部は Weekend 版）の紙面から、印象を語るには、早計過ぎるが、この Paper
の編集方針・紙面構成にはブレないものを感じる。ラオスの実情を踏まえ、新しい起業を鼓舞する視点である。

しかし、英字紙であるだけに、外個人に対して情報提供してビジネスチャンスを紹介する役割を果たしているの

かもしれない。 



不発弾処理は進展している（Vientiane Times TUESDAY FEBRUARY 13, 2007） 
 

先週、ヨーロッパの使節団が EU が資金提供した不発弾処理のプロジェクトの Khammuan や

Savannakhet プロビンスにおける実施状況を見るために、報道陣を伴ったツアーを実施した。 
このツアーの目的はメデイアのメンバーにEU が２００６年から２００７年にかけて、Khammuanプ

ロビンスにＭＡＧを通じて１００万ユーロを、Savannaket プロビンスにＨＩＳを通じて１００万ユーロ

を資金援助したプロジェクトの進展状況を見せることである。 
このプロジェクトは、人々が土地を農業や学校、道路に活用してラオスにおける貧困を削減するための

一環として実施されるものである。 
ＭＡＧによれば、２００６年以降、２９件の不発弾に関する事故によって、１８人が死亡し、３７人が

負傷した。 
これらは、残された家族に苦難をあたえることになる。犠牲者への対応に必要な資金が重荷になるし、

農業経営体にとって無能な労働力を抱えることでマイナスの効果を与えるためである。 
Khammuan プロビンスでは、ＭＡＧはBualapha 地方のLangkhan 特別経済区と周辺の１４のビレッ

ジの新しい地域に焦点をあてて不発弾除去に努めてきた。 
ＭＡＧのテクニカルマネージャーである Mr.Pascal の話によると、プロジェクトがスタートして以来、

道路建設、病院やその他の建物用地を除いて、農地の約３０ヘクタールが処理された。 
最も多く使われたＢＬＵ２６爆弾を含む１６０００のアイテムが除去された。 
Savannaket プロビンスでは、ＨＩＢは Sepon,Nong,Vilabouly の３地域に焦点を当てて取り組んでい

る。この地域は、数千の爆弾がインドシナ戦争の期間中、特にホーチミンルートに沿って投下されたとこ

ろである。いままでのところ、２００８００平方メートル以上が処理された。そのうち１７８０００平方

メートルが農地である。爆弾や地雷を含めて１５５０アイテムを破壊した。 
このツアーの期間中、同行させたメデイアの連中は爆破するために爆弾を探している現場を訪れること

によって、どのようにしてこのプロジェクトがなされているのか、説明を受け、このプロジェクトの成果

を目撃することとなった。 
不発弾処理は必要な仕事であると考えられている。なぜなら、多くの村人たちは農業を発展させるため

に使える農地は限られてくるし、ごく普通の農耕の仕事にいくにも生命の危険にさらされているからであ

る。 
１９６５年から１９７３年の間にアメリカ空軍はＢ５２に積載可能な爆弾の量に匹敵する数量の爆弾を

９年間にわたって、８分毎に、ラオスに投下したことになる。その総量は二百万トンになる。そのうちの

３０％が爆弾としての機能が発揮できずに地中に埋まったまま残された。ホーチミンルートはラオスで最

も激しく爆撃をうけたところである。 
ＨＩＢのデイレクターであるMr. Luc Delneuville はツアー中、次のように説明した。 

「ＥＵの資金援助は今年で終わることになっている。今後、ＥＵからは資金援助は無いだろう。なぜなら、

不発弾処理問題はラオスに対する計画的な戦略を構成する一部分にも入っていないからである。」 
しかし、彼は、自分たちがこれまで受けてきたＥＵの支援の重要性について強調した。また。彼はＥＵ

や、さもなければ他からのさらなる資金援助の可能性がまだ残っていると語った。 
さらに彼は付け加えて、「このプロジェクトは多くのコミュニテイにとって重要であり、今後、５年ある

いは１０年間にわたって、もっと多くの仕事がまだ行われるべきである。人々に安全な土地を用意するた

めに。 
 
 
 
 
 
 





小規模融資が開発を促進する（Vientiane Times TUESDAY FEBRUARY 13, 2007） 
 

世界財団（CONCERN  DORLDWIDE）は今年の財政規模１８０万ドル（２億１６００万円）を有し

ている。来年度は２３０万ドル（２億７６００万円）をもって地方の開発を図ることとなる。 
昨日、ビエンチャンの「国際協力。訓練センター」において、「ラオスの貧困に対する小規模融資について

の第二回の国の会議」が招集された。 
２００５年において、２０２０年までに最も遅れた低開発国の状態からラオスを脱却させる戦略の一環

として、政府は、全国的に最も貧しい４７の地方の人々に２０億５０００万Ｋを融通した。 
小規模融資の財源造成とこれに関する調査研究のプロジェクトは計画・投資委員会と世界財団が共同して

進めてきた。 
この共同プロジェクトは２００３年から行われている。と、国立経済研究所の所長である Ms.Sirivanh 

Khonthapane が昨日の会議で語った。 
彼女はさらに、次のように語った。 

「このプロジェクトの到達目標はこれらの資金を供給することによって、貧しい人々の生活条件を向上

させることである。 
現在では、僻地（遠隔地）の人々を支援するために、政府、非政府組織や村落開発ファンドによる、多

くの融資制度がある。小規模融資は貧困を削減するため、多くの国で採用されている手段である。 
この会議の開催によって、政府機関とNGO などの他の機関の出席者がそれぞれの地域の現場における小

規模融資計画の実施状況を報告しあったり、経験交流することが出来るようになった。」 
彼らは、それぞれの地域における、その地域の地域性固有の貧困の条件に適切に対応するための手法につ

いて議論することとなるだろう。 
「政府は小規模融資を行う事業体を国（この場合、地方と訳す法が適当か・・・前川）の開発や一般的

に貧しい人々を支援する手段として重要であると認識している。」と Lao P.D.R.銀行の副総裁である

Mr.Bounsong Sommalavong は語っている。 
世界財団はラオスの最も僻地に於いて、数多くのプロジェクトに係わってきた。と財団機構の国家( 

この場合、地方と訳すべきか・・・前川）主任補佐であり、小規模融資のエキスパートであるMr.Plash Bagchi
は語っている。彼は付け加えてさらに、次のように語った。 

「最近の財団の融資計画においては、最貧の人々や最も僻地の人々の生計（暮らし向き）に応じて、担

保徴求の必要性について大いに申し上げる方法を探らなければならない状況である」 
（seek to address~と言う大変、遠慮勝ちな苦しい言い方になっている。・・・前川） 

「このことは、集積だれた地域開発プロジェクトや最も必要性の高い健康対策の増進を長期にわたって

成し遂げることによって、解決が可能な問題である。 
そして、調査研究（事前調査と融資後の経営指導を含まなければならない・・・前川）とそれに基づく

開発を実施することによって、政府の小規模融資の実施機関が許容能力を増大させる事が出来るようにサ

ポートすることが重要である。（許容能力とは端的に言って、長期にわたって債権が回収できない状態に耐

えうる能力のことと理解する・・・前川） 
一方、社会的機構が許容能力を増大させるよう政府を支援しなければならない。 
財団の活動は７つの最貧地域のうち主に、Bokeo, Savannakhet,Huaphan のプロビンスで活発に展開

されている。Mr.Bagchi はさらに次のように説明した。「小規模融資と社会機構開発プロジェクトは今で

は全国においてその取り組みが見られるようになった。これは、小規模融資が貧困と闘う最も強力な手法

の一つであることを示す証しである。」小規模融資は信頼と尊敬と自己尊厳を助長することができるもので

ある。そして、貧困家族の全体的な信頼を増進させるものである。小規模融資は実施に当たっては手法を

工夫しなければならに手段である。それは、直ちに実施できる活動ではない。また、対症療法的な薬物に

はなりえない。それは、貧困という症状よりも貧困が起こる原因をターゲットにするものである。 
 
 





ワークショップは食糧の安全保障について呼びかけている（提案している） 
（Vientiane Times TUESDAY FEBRUARY 13, 2007） 

４カ国からの出席者が第二回目のワークショップに、Vientiane に集まり、地方の食糧安全保障（食料

自給のこと）と農業（農場経営）開発プログラムについて議論した。 
農業林業省の次長、Mr.Xaypladeth Chounlamany は「このワークショップの目的は、参加各国におけ

る食糧安全保障の進展度合い（到達点）について、議論することにある。」と語っている。 
バングラデシュ、スリランカ、インドネシアとラオスから出席した６０～７０名の参加者は参加各国に

おいては、この問題については、同質的な条件のもとで似通った対策を進めていることを認識しあい、そ

れらの対策の効果を考察するために、Vientiane に集まった。 
第一回目のこの地域の食糧安保に関するワークショップはインドネシアで階差された。目下進行中の「南

と南の共同関係を通じての食糧安保に関する特別の計画（SPFS---SSC）」を進める一環として開催された

ものである。 
「或る国の対策が必ずしも他の国に直接適用できるものではないかもしれないが、新しいアイデアを生

み出す刺激剤になるものである。」ことを参加者たちは認識することが出来た。 
各国は新しいテクノロジーや人的な、経済的な、社会的な、政治的な、環境的な利益とそのコストにつ

いて報告した。 
Mr.Xaypladeth は、また、次のように話している。 
「これらのワークショップの他の大きな目的は、この４カ国のそれぞれにおいて、新しい食糧安保戦略

に貢献するような、もっと大きな規模での食糧安保に向けての活動の可能性を開拓することにある。 
これらの４カ国に敬意を払って、立ち返って考えて、参加者たちは、食料安保のために、技術の問題だけ

でなく、資金や制度上の問題、さらに人的資源の問題についてさらに議論することになるだろう。 
インドネシアとラオスとスリランカの間において食糧安保計画の連携について議論が進んでいる。」 
ラオス国の食糧安保計画に係る部局の次長であるDr. Somnuk Thirasck は次のように語った。 

「４カ国におけるSPFS---SSC のプロジェクトは終了段階に差し掛かっている。 
今は、それぞれの異なるアプローチの中で、何が達成されたのかを総括し、将来に向かって、如何に、前

進させるかを指し示す時である。 
ここにきて、国連の FAO はラオス政府と共同して、２月１２日から１５日にかけて、ワークショップ

を組織して実施した。 
Dr. Somnuck は語った。 
「今日まで、SPFS---SSC のパイロットプロジェクトは世界レベルで１０５以上の国において実施され

てきた。FAO は日本政府の資金、技術の両面の支援を得て、２００１年の会議に参加した４カ国に於いて

最初のパイロット的な活動を立ち上げた。 
国民の食糧安保（食料の自給）は、発展途上国においては重大な開発達成目標の一つである。 

人的資源の開発や人間の尊厳と統治能力を強化するにあたって、それは基本的な必須条件であることを、

指し示すものである。 
SPFS---SSC は貧困なコミュニテイが持続可能な食糧資源を開発するにあたって、地方行政機関と協力

共同のもとに、それらの開発努力を鼓舞するように制度設計されている。 
その計画は地方当局がその地方の食糧安保（食料自給）計画を履行する能力を高めることになるもので

ある。複数にわたる統制（規制）が採用される。その結果、開発はコミュニテイに基礎を置くべきである

とする原則と巧く調整しながら新しくて革新的なテクノロジーを地方の制度の中に持ち込むことができる

ようになるのである。 
そのプロジェクトは農民の現地における学習機会や農場のグループとしての開発計画や資金の循環を引

き起こすことになるものである。SPFS---SSC によって紹介されたこれらの手法は地方政府にとっては新

しいものであるが、市民社会においてはお試し済みのものである。 
 
 





地方の食糧安保（食料自給）は発展している（Vientiane Times TUESDAY FEBRUARY 13, 2007） 
 

全ラオスの家族たちはSPFS のサポートを受けて、貧困から脱出するために、懸命に働いている。 
このプロジェクトはBorikhamxay, Champassak, Luang Namtha, Oudomxay, Vientiane のプロビン

スに於ける８の地域の１０のビレッジで実施されてきた。計画は最初から灌漑システムを改善することに

焦点が当てられてきた。農業生産や穀物、畜産の生産性を向上させるための水を用意するためである。 
それはまた、農民たちが養魚場を増やし、とりわけ、例えばゴムのような商品になる樹木を植林すことに

よって林業生産を拡大することに大いに役立った。 
それはまた、賦存する資源（農地に使える土地のこと・・・前川）の生産力を増強する簡単な手段にな

ることを農民に教えることになった。そして、農業生産物の貯蔵期間の延長とそれによる市場販売を拡大

するプロセスをどのようにすればいいのかを学ぶこととなった。 
プロジェクトは村人のために資金を用意した。村人は簡単な償還計画（無利子）を提出し、承認される

と融資（ローン）を受けることができる。ラオス政府によって信用保証され、２００１年にその運用が宣

言され、国の専門家に運営いたくされて、最初の５年間は資金規模は２６０万ドル（ラオス政府からは１

００万ドルが拠出された）である。 
この制度は、さらに１年間、この５月まで延長されることとなった。日本政府から２７万５千ドルの追

加の財政措置を受けて延長されることとなった。政府やＦＡＯやベトナムの SSC の専門家や農業技術者

の技術援助を受けて運用される。 
計画はこのプロジェクトが実施される地域の全ての人々が確実に食糧を手にする事が出来ることを保証

することに狙いを定めた政府の理念や戦略をサポートするものである。 
穀物生産の単位面積当たりの生産量の増大や農業生産体制の多様化が成果となって現れる。 
プロジェクトは農業生産を拡大したいと願っている農民を支援するために、その地域の実情に合わせて

活動できるもっと多くの技術力のある専門技術者や資格のある適任者を用意することにしている。 
関心のある農民は新しい農業技術を学び、新しい栽培技術や家畜の飼養管理に入っていくことになる。 
これらの成果は農業生産や家族収入の水準を向上させ、農家世帯段階での食糧安保（食料の確保・・・

前川）を増進させることにつながる。 
さらに言えば、農民たちは自然からの資源を効率的にそして持続的に管理していくことが可能になり、

同時に、プロビンスやデイストリクトの職員スタッフの能力を掘り起こし、彼らの仕事がもっと改善され

ることになる。 
Vientiane プロビンスの Hinheup 地方の Khonkeo ビレッジの住民である Mr.Phonexay は次のように

話している。「牛や水牛の多くの飼養群（飼養頭数）は、このプロジェクトの支援を受けて以降、毎年、５％

づつ増加している。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





モン ミュージックのヴィデオショット（Vientiane Times TUESDAY FEBRUARY 13, 2007） 
 

大きな木の木陰の下で、男女の若者がベンチで一緒に座っている。 
女性はシャイなようだ。一方、モンの言葉でしゃべっている男性は彼女ときっかけをつくろうとトライ

している。 
モンの人たちにとって、こうしたロマンスがらみのシーンはまれなことである。 
アメリカに基礎を置いたコミュニテイヴィデオのプロジューサーであるMr. Neej Tshab にアメリカか

らラオスまで来て彼の制作するミュージックビデオのためのモンの若い女優と歌手を探すために、長い旅

をする気持ちを起こさせた。 
日曜日のインタビューで彼は語った。 
「ラオス文化の販売促進したい。ことに、モン族の文化をである。それで金儲けしようとは思わない。 

ラオスには才能のある人々がいる。また、それだけで訪れる価値のある美しいところがたくさんある。ミ

ュージックビデオを撮るためにラオスへ来たのはこれが最初である。必要な長さのビデオを撮ってミネソ

タに帰り、編集して最終製品のミュージックビデオしにして販売することになる。これによって大金を儲

けようとは思っていない。 
Mr. Neej はラオスで生まれアメリカで育った。ミネソタにはモン族の大きなコミュニテイがある。多く

の若者が居り、彼らは、若いモンの人たちがラオスではどんな生活をしているのか知りたがっている。 
ラオス文化を広めるためにビデオを作りたい、そしてアメリカにおける彼の属するコミュニテイで 
ラオスに対する良い感情が広がっていくことが望みである。我々のコミュニテイの人々が見てみたいと

思うような美しい場所を私はラオスで見てきた。それが、私がビデオを作るためにここに来ることを選択

した理由である。アメリカには無い多くのものがここにはある。彼はこう説明してくれた。 
彼はここで、主に若者の生活をテーマにした３～４曲を録音する計画である。たとえば、一人の少年が

ひそかに一人の少女を愛している。その彼は多くのモンの人々を愛している。また、彼はそのことを彼女

に話せないほどシャイである。と言ったような曲である。若者がビエンチャンの通りをバイクに乗ってい

るようなシーンや多くのモン族が住まいしている地方の居宅などの映像を使って音楽を表現したい。 
彼は大きなモン族のコミュニテイである Vientiane の Xaythany デイストリクトの Thadindaeng ビレ

ッジで出演女優を探すことが出来た。それらの多くは彼の親戚である。だから、ボランテイア出演のよう

なことで彼を助けてくれたとのことである。彼らの幾人かには、撮影に先んじて演じてくれる謝礼に何が

しかのチップを渡した。音楽は多くの人々にアピールするかどうか確信が持てない、しかしながら、将来

にわたってこの仕事が発展するように、この音楽を聞いたなにがしかの人々が反応をしめしてくれること

を期待している。 
男優として出演してくれた一人がビエンチャンのサロンサイガーデン（salongxay Garden）にビデオ撮

影のために集まってきた。モン族の歌手としてこの録音で役割を演じてくれたことを幸せに感じている。 
そして、アメリカのモンの多くの人々が彼の才能を見てくれることを期待している。 
彼は自分を人々にアピールするため、自ら作曲してくれたものである。 
このように、Mr. Neej は説明してくれた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





有機農業に取り組む農民が自分たちのビジネスが花開くのを見た。 
（Vientiane Times SATURSDAY, FEBRUARY 24, 2007） 
 

有機農業のプロジェクトは今年末までに、１５０の農家がこの事業に参加することになる。そして、彼

らのショップで売るに十分なだけの生産が出来るよう期待が集まっている。 
このプロジェクトは今では、ビエンチャンのSikhottabong,Xaysettha,Xaythany,Hadxaifong のデイス

トリクトの５つのビレッジの４６の農家がこの事業に参加し、働いている。数年前に３農家で始めたもの

であるが、大変な増え方である。 
この「有機農業と市場開拓プロジェクト」の推進共同責任者であるMr. Phouvong Chittanavanhは「我々

に生産物を供給してくれる農家がもう少し増えれば、年間を通じて販売するに必要な量の野菜を確保する

事が出来る」と話している。 
各農家は３２００から９６００平方メートルの農地で人工肥料（化学肥料）や農薬（殺虫剤）を使わず

に作物を栽培している。栽培品目はレタス、キャベツ、玉ねぎ、にんにく、とうがらし（チリ）、にんじん、

メロン、まめ、トマト、ローカルフルーツである。 
このプロジェクトは恒常的に出荷できる市場（ラオスではタラート）をの外に、彼らの有機農産物の販

売促進のために野菜ショップを開くことを計画している。 
「我々はChanthabouly デイストリクトのThongkhankham Market（ビエンチャンで見たタラート・

トンカンカン）に店を持っている。しかし、野菜がコンスタントに常時供給できる体制にない。」と先の

Mr. Phouvong は語っている。 
ショップの開店によって、毎日、有機栽培野菜を売ることができる。しかし、これも安定した供給体制

はとれない。たとえば、ショップにはレタスとキャベツは十分な量があるが、ニンジンと豆は少ししかな

いと言ったようなことである。また、あるときには、トマト、と玉ねぎ、にんにくは多量の供給量がある

が、トウガラシとメロンは僅かしかないと言ったようなことである。 
「我々がすべての生産品目にわたって安定した出荷が出来るときには、ショップの前に新しい宣伝を掲

げなければならない。」とショップアシスタントのMrs Duangta は語った。 
このプロジェクトから、有機栽培の技術を教えられた。また、収穫物は毎月集めるようにして、農家が継

続して安定的に作物を栽培するように激励して奨励しなければならない。 
「我々は、今のところ、農家の出荷量を推定しなければならない。そして、各栽培品目にわたって定時、

定量的な安定した供給が出来るようになるまで、何としてもこの計画を続けなければならない。」と

Mr.Phouvong は話している。 
さらに彼は続けて、「有機農業は無精者の農家には向かない。」とも語った。 
安定した供給が確保出来るようになった時には、野菜のパッキングはそれぞれのビレッジで責任を持っ

て実施することになる。そして、生産物は「有機」Organicとラべリングすることになる。 
「我々は、また、生産物をスーパーマーケットやミニマートで販売することを目標にしている。」とも語

っている。 
彼は農家が仲買人の段階をカットして直接に生産物を小売商に卸すことを援助したと考えている。その

場合、自ずと価格を引き下げなければならない。 
有機農業は、生態系の内部で生態学的な相互作用を管理する必要がある。化学肥料や農薬（殺虫剤）を

使わずに作物を栽培しなければならない。そのために地力を増進させ、作物の健康状態を維持し、害虫や

病気の大規模な発生から守らなければならない。などの課題が生産体制の中に提起されるものである。 
有機栽培に取り組む農家は化学肥料や農薬（殺虫剤）を排除するよう努めている。化学物質は環境や人間

の健康、農地を長期間持続可能な状態にして置くこと、また土地生産性を維持し続けることに、悪影響を

与えるためである。Xaythany デイストリクトのNontae ビレッジのMr.Bounnhong phomdoktanは次の

ように話している。「有機農業を３年前から始めた。それまでは、化学肥料や農薬の使用によって害を受け

ていた。しばしば、胸が締め付けられるような感じになり、大変な咳をしていた。そして、口にする食物

の味が判らなかった。そんな、症状が出ていた。主治医は私が化学物質に対するアレルギーを患っている



と言った。１９７４年以来、長年にわたってそれらの化学物質を使っていたのである。」 
今日、彼は農場の副産物である家畜のかいば（飼料）や排泄物、コンポスト、モミガラやわら等のリサ

イクルから自然の肥料と殺虫剤を作っているのである。 
彼は、もはや、化学物質に金を浪費することは無い。有機生産物の価格は化学物質を使って栽培したも

のとそんなに変わるものではない。たとえばレタス１２キログラムの生産費は２万から４万Ｋである。 
私の生産物が有機栽培であることを信じられない取引業者もある。なぜなら、化学物質を使って栽培さ

れたものと、同じくらい良いものであるからである。彼はバラエテイ豊かに野菜を育てている。トマト、

豆、メロン、とうがらしなどである。他のマーケットの園芸家Ms Noy は「彼ら農家は今では自家採種の

種を使っている。これまでは輸入種をつかっていたのに。」と言っている。 
Ms Noy は異なるタイプの野菜を彼女の農場で栽培している。彼女が最も気に入っているのはレッドレ

タスである。有機肥料や殺虫剤を作るのに１週間ほど時間がかかる。自家製の殺虫剤は３か月以内に散布

される。さもなければ、効力が失われる。有機栽培は収穫するに十分な程度に発育するにはより長く時間

がかかる。例えば、化学物質では約２０日で成熟するが、有機栽培の場合は１週間ほど遅れる。 
それらは完全に品質の面で異なる。化学物質で生育した野菜は１～２日しか品質保持できない。そして

味も失われ早く腐敗が進む。それに比較して、有機栽培の野菜は５日間の品質保持が出来る。そして新鮮

さと風味が失われない。ラオス農民は何百年にわたって、農業生態学に基づく土着の農民的知識を活用し

てきたのである。そして持続可能な農法の地域に根差した知識に信頼をおいて、そうしてやってきたので

ある。このタイプの農法はいかなる化学肥料も殺虫剤の使用とも無縁のものである。 
このプロジェクトは有機農業の進展によって、生活水準の向上、消費者の健康、持続的な資源の活用、

経済成長に貢献している。 
これは、農業部と国際協力スイス協会によって進められたものである。 
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